
( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

生涯学習文化課
事業実施

（予定）年度
平成24～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-3

事業内容 　国際的視野を広め、国際化時代に対応しうる青少年の育成を図るため、青少年リーダーを海外に派遣する。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 6,356 6,356

市町村名 八重瀬町

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-① 八重瀬町国際交流人材育成事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-5-（4）-ア

国際社会、情報社会に対応し
た教育の推進

担当部課名

6,356 6,656 6,976

(b)予算現額 6,356 6,356 6,656 6,976 7,851

(c)増減額(b-a) 0 0 300 320 875

A．計(b+d) 6,356 6,356 6,656 6,976 7,851

(d)繰越額 0 0 0 0 0

うち交付金充当額 5,050 5,081 5,184 5,504 6,006

B．執行済額 6,313 6,352 6,481 6,880 7,508

執行率（％）(B/A) 99.3% 99.9% 97.4% 98.6% 95.6%

次年度繰越額 0 0 0 0 0

予算の状況の説明
　ハワイ行きの渡航費高騰で875千円の増額を行った。不要額は発生したが5%以下であり順調に予算執行するこ
とができた。不要額343千円については、旅費等の減によるもので経費節減に努めた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

海外短期派遣生徒数　１２人

目　標 １２人 １２人 １２人 １２人

実　績 １２人 １２人 １２人 １２人

帰国後の研修会及び報告会の実施

目　標

ホームステイの実施

目　標 実施

実　績 実施

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H28年度

実施

実　績 実施

H29年度 H30年度
目標値

（　年度）

報告書の作成

目　標 ７０冊

実　績

短期派遣を実施した結果、英語を学ぶ関
心・意欲が高まった生徒の割合：100%

目　標 100% 100% ―

７０冊

達
成
状
況
説
明

・団員12人を達成することができた。
・選考試験を実施し、選考された中学生を8月13日から23日までの期間、ハワイへ派遣しホームステイ及び現地学生との交流を図
ることができた。
・事前研修で作成したパワーポイント等で沖縄県及び八重瀬町の紹介を行い、現地での生活を体験できた。

進
捗
状
況
説
明

　帰国後、団員にアンケート調査を行い、「短期派遣を実施した結果、英語を学ぶ関心・意欲が高まった生徒の割合」、「短期派遣
を実施した結果、視野が広がった生徒の割合」ともに100%であった。

実　績 100% 100% 100%

保護者へのアンケートで、帰国後、生徒
の国際的な視野がより広まったと感じた
か（80％）以上を含め、当該事業の在り
方について検証する。

目　標 100% 100% 80%
成果目標
（指標）

及び進捗状況

実　績 100% 100% ―



　短い期間でより国際的な視野を広げるためには、事前研修から英語を
学ぶ姿勢や派遣に対する取り組み方が大事である。

・団員の取り組む姿勢や意欲を高められるよう事前研修や事後研修の内
容を精査する。

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

今後の取り組み方針

　現地の学生及びホストファミリー家族等との交流を増やすことで、さらに有意義な事業となるよう努める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

7,508 千円

8,048 7,508 6,006

八重瀬町青少年国際交流会

千円7,508

1,502 540

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

7,508 千円

受益者負担
（交付対象外経費）

○支出先については、海外派遣を通して青少年の人材育成を
目的としている八重瀬町青少年国際交流会であり、妥当と判断
している。
○不用額は、全体の5％未満であり適正な規模であった。
○食糧費・消耗品費・交流会費については受益者負担としてい
るので妥当であると判断している。
○費目・使途については、事業目的達成の観点から必要なもの
に限定されており、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

【食糧費・消耗品費・交流会費等】

540 千円

【旅費・印刷製本費】
八重瀬町 補助金
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生涯学習文化課
事業実施

（予定）年度
平成26～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-３

事業内容
　自然の中での体験活動や、集団生活を通して、規律・協調・友愛・奉仕等の精神を身につけ、心身ともに健やかな少年少女の健全育成
を図るため、風土・文化の違う他県の子どもたちと交流を行う。

市町村名 八重瀬町

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-② 八重瀬町少年少女人材育成交流事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-５-（２）-ア

教育機会の拡充

担当部課名

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 5,564 5,564 5,564 5,564 6,500

(b)予算現額 5,564 5,564 5,564 5,564 6,500

(c)増減額(b-a) 0 0 0 0 0

A．計(b+d) 5,564 5,564 5,564 5,564 6,500

(d)繰越額 0 0 0 0 0

うち交付金充当額 4,111 4,397 4,352 4,300 3,838

B．執行済額 5,139 5,497 5,440 5,375 4,798

執行率（％）(B/A) 92.4% 98.8% 97.8% 96.6% 73.8%

次年度繰越額 0 0 0 0 0

予算の状況の説明
　当初、計画していた事業内容を実施することができた。予算については交流事業の大半が小学校5・6年生となっ
ているため、旅費が大人料金になることを見込み前年度よりも増額したが、経費節減に努めた結果1,702千円の不
用額が生じた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）
達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

（夏季）
児童生徒交流者数／１２人

目　標 １２人 １２人 １２人 １２人

実　績 １２人 １２人 １２人 １２人

４１人

事後報告会の開催
目　標 １回 １回 １回 ―

実　績 １回 １回

（冬季）
児童生徒交流者数／４２人

目　標 ４６人 ３８人 ４２人 ４２人

実　績 ３７人 ４４人 ４０人

１回 ―

研修報告書の作成
目　標 １７０冊 １７０冊 １７０冊 ―

実　績 １７０冊

　保護者へのアンケートで、県外の人と
の交流により、児童生徒の視野が広まっ
たと感じたか（80％）を含め、当該事業の
あり方について検証する

目　標 100% 100% 80%

１７０冊 １７０冊 ―

達
成
状
況
説
明

・児童生徒交流者53人（高知12人、山形41人）を概ね達成することができた。
・8月1日から8月3日まで町立小学校長からの推薦を受け、12人の児童生徒で高知県の児童生徒を受け入れ、交流を行った。また
12月24日～27日の日程で町内各子ども会長より推薦された児童34人、町立中学校長及び八重瀬町子ども会会長より推薦された
中高生を7人を山形県へ派遣し、交流を図った。事前研修で作成した壁新聞で八重瀬町の紹介を行い、現地での暮らしを紹介し
た。
・交流事業を通して、沖縄にはない他県の歴史や文化、風俗、習慣等を学ぶことで幅広い視野を育み、規律・協調・友愛・奉仕等
の精神を身につけることができた。

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H28年度

実　績 100% 100% 100%

H29年度 H30年度
目標値

（　年度）

各１回 各１回 ―

事後報告会の開催（2回）

目　標 各１回 各１回 ―

進
捗
状
況
説
明

・他県の子ども達と交流することで、八重瀬町代表として自覚が芽生え、コミュニケーションも積極的に行うなど成長がみられた。
・事後報告会を計画（夏・冬各１回）どおり開催することができた。
・沖縄にはない他県の歴史や文化、習慣等を学ぶことで幅広い視野を育むことができ、今後の学校生活、進路・就職選択におい
ても交流事業の経験が生かされ、選択肢が増えることとなり成果が得られた。
・団体行動を行うことにより、5分前行動や自己管理の大切さを身をもって体験することができ、規律・協調・友愛・奉仕等の精神を
身につけることができた。
・報告書の作成については、必要冊数を精査した結果、高知交流70冊、山形交流100冊を作成した。

実　績 ７０冊、１００冊 ７０冊、１００冊 ―

研修報告書の作成（170冊）

目　標 １００冊、１００冊 ７０冊、１００冊 ―

成果目標
（指標）

及び進捗状況

実　績



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　県外の人との交流を行う日程を考慮しながら、事前研修及び現地研修
を進めていく必要がある。

　事前研修から現地の歴史や文化、習慣等を学ぶことを意識しながら研
修を進めていくとともに、団体行動についても5分前行動や自己管理の大
切さを身につけていくことを徹底する。

6,190 4,798 3,838 960 1,392

今後の取り組み方針

（高知交流事業）
　事業実施に向けて取り組みを早急に行うと共に、事前研修を丁寧に開催し参加者の団結を図る。また幅広い視野を育み、町の活性化を図る人材を育て
るために、他県の風土・文化を体験・学習し、交流を深める。

（山形交流事業）
　平成31年度も引き続き事前研修に力を注ぎ、八重瀬町代表として自覚及び集団生活でのルール等の確認を徹底し、交流を深めることで幅広い視野を
育み、町民の資質向上と八重瀬町の活性化を図る人材を育てていく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

八重瀬町 補助金 八重瀬町交流会
【旅費・印刷製本費】

4,798 千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

4,798 千円 4,798 千円

受益者負担
（交付対象外経費）

○支出先については、心身ともに健やかな少年少女の人
材育成を目的としている町内各種団体（八重瀬町交流
会）であり、妥当と判断している。
○不用額は、全体の22％となっているが、経費節減等を
実施し適正な規模であったと判断している。
○食糧費・消耗品費・交流会費については受益者負担と
しているので妥当であると判断している。
○費目・使途については、事業目的達成の観点から必要
なものに限定されており、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

【食糧費・消耗品費・交流会費等】

1,392 千円
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生涯学習文化課
事業実施

（予定）年度
平成26～令和3年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３

事業内容
　自然の中での体験活動や集団生活により、規律・協調・奉仕の精神を養い、心身ともに健やかな少年少女の健全育成を図るため、リー
ダー研修を実施する。

市町村名 八重瀬町

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

１－③ 渡嘉敷島リーダー研修事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－５－（３）－イ

豊かな心とたくましい体を育む
教育の推進

担当部課名

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　□後年度（　　　　　）

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 891 911 891 974 432

(b)予算現額 891 911 1,219 974 432

(c)増減額(b-a) 0 0 328 0 0

A．計(b+d) 891 911 1,219 974 432

(d)繰越額 －

うち交付金充当額 459 402 232 443 278

B．執行済額 792 503 291 640 348

執行率（％）(B/A) 88.9% 55.2% 23.9% 65.7% 80.6%

次年度繰越額

予算の状況の説明 台風の影響で、実施時期の変更があり、執行率は80.6%に留まった。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

・小学生66名(33単位×2名)募る

目　標 66人

実　績 45人

1回

達
成
状
況
説
明

当初、7月21日～22日に事業を予定していたが、台風接近に伴い船が運休となったため、10月13日～14日へ変更し事
業を行った。夏休み期間中では無かったこともあり、参加者の確保に苦慮し、66人の目標に対し、45名の参加に留まっ
た。

1回

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H30年度 R１年度 R２年度

・渡嘉敷リーダー研修　１回実施

目　標 1回 1回 1回

実　績 1回 1回 1回

80%以上

実　績 96.96%

実　績

成果目標
（指標）

及び進捗状況

目　標

進
捗
状
況
説
明

単位子ども会ごとに募集をかけ渡嘉敷リーダー研修を実施した。
アンケートで事業の有効性が確認できたが、参加人数は減少傾向にある。
参加人数は少なかったものの、参加者１人１人に気が配れ、安全安心な研修が行えた。

目標値
（　年度）

保護者へのアンケートで、本島外での
研修により、児童の視野が広まったと
感じたか（80％以上）を含め、当該事業
のあり方について検証する。

目　標



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　本事業は、八重瀬町子ども会育成連絡協議会を中心に、各単位子ども
会に参加を呼び掛け、地域のリーダーとなる児童生徒を育成するために
実施している。
　台風等の影響で、近年は日程が延期となり、夏休み中の実施ができて
いない。
　また子どもたちが習い事や、部活動で多忙になったことに加え、地域の
大人の子ども会活動への参加が減少しているため、参加者の確保に苦
慮している。

　参加人数にこだわらず、子ども会事業の見直しを行い研修メニューの
充実を図る。
　魅力ある研修で新たな子ども会事業の可能性を模索しながら、会員数
の増加並びに、子ども会の活性化を図る。

494 348 278 70 146

今後の取り組み方針

今後は、財源を一括交付金から子ども会単独費用へ切り替えて事業を実施する。
研修中、参加者一人ひとりに多くの役割を与え、これまでよりもリーダーとしての自覚を促す方向の研修へシフトする。少人数でしかできない、平和学習の
施設見学や、地元小学校との交流等も視野に入れ企画・立案し八重瀬町子ども会の活性化を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

八重瀬町
348千円

補助金
348千円

八重瀬町子ども会
育成連絡協議会

348千円

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

渡嘉敷への旅費・シーツ代
貸し切りバス代

対象外経費
食糧費等
146千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○町の活性化、人材育成に取り組む八重瀬町子ども会
への支出であり、町補助金規則等に従い選定されており
妥当である。
○今年度より、予算規模を縮小し、執行率も上がり適正
規模の予算であった。
○参加者に対し、一定額の自己負担をお願いしており、
妥当である。
○費目、用途については監査にて確認しており、適正で
あった。

○



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

八重瀬町教育委員会　学校教育課
事業実施

（予定）年度
平成24～令和3年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３

事業内容
　児童生徒が英語に触れ外国の生活や文化などに慣れ親しむことで、国際化や情報化に対応した国際性豊かな力を養うため、町内の幼
小中に英語指導助手を配置する。

市町村名 八重瀬町

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-④ 八重瀬町外国語指導強化事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－５－（４）－ア

国際社会、情報社会に対応し
た教育の推進

担当部課名

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋「市
町村負担」ベー

ス）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 14,398 14,246 14,163 14,227 16,404

(b)予算現額 13,935 14,246 13,099 14,227 16,404

(c)増減額(b-a) ▲ 463 0 ▲ 1,064 0 0

A．計(b+d) 13,935 14,246 13,099 14,227 16,404

(d)繰越額 －

うち交付金充当額 11,148 10,925 10,479 11,115 12,765

B．執行済額 13,935 13,656 13,099 13,894 15,956

執行率（％）(B/A) 100.0% 95.9% 100.0% 97.7% 97.3%

次年度繰越額 0 0 0 0 0

予算の状況の説明
　当初の計画通り、４月～３月までの期間に４人の英語指導助手を配置した。事業費の執行残については、指導
助手の勤務実績に基づく報酬の残であり、計画通りに執行した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

・外国語指導助手配置
４園４小

目　標 幼小へ配置 4園4小へ配置 4園4小へ配置

実　績 配置 4園4小配置 4園4小配置

・英語指導助手：２人
（２中へそれぞれ配置）

目　標 ２人

【H30】
英語指導助手：４人
　４小（２人は小兼務）
　２中は各１人配置（園を兼務）

目　標 ４人

実　績 ４人

達
成
状
況
説
明

　英語指導助手を4人（小学校2校兼務：2人）（中学校1校・幼稚園2園兼務：2人）配置した。
　総合計画に基づき、英語指導助手を計画とおり4人配置したことで、幼稚園や小学校低学年においては、外国人講師
とのふれあいや異文化交流を通して今後導入される小学校3年生からの外国語活動を推進するなどの取り組みを行っ
た。
　中学校においても指導助手を引き続き配置し、基本的なコミュニケーションの手法や文法の理解を深めている。

２人 ２人

実　績 ２人 ２人 ２人



( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

・児童生徒数

目　標

4小学校
（5・6年

生）
620人

2中学校
985人

幼稚園
286人
小学校
2,086人
中学校
986人

進
捗
状
況
説
明

・小学校の英語に対する興味・関心度については、95.61％と目標を達成しているため、英語指導助手を配置したことによる学習意
欲の向上が見られた。
・中学校の沖縄県学力到達度調査（英語）における、県と本町との平均正答率の差は、+1.9Pと目標を達成しており、学力（英語）
の向上へと繋がった。

目　標
-1ポイン

ト
以上

実　績 +1.9ﾎﾟｲﾝﾄ

・配置率１００％

目　標 100% 100%

実　績

小学校
　英語に対する興味・関心が高まったか
（80％以上）を含め、当該事業のあり方を
検証する

目　標 80％以上

実　績 95.61%

中学校
　沖縄県学力到達度調査（英語）におけ
る、県と本町との平均正答率の差　－1ポ
イント以上

実　績
小学校620人
中学校986人

幼稚園273人
小学校2,187人
中学校982人

100% 100%

実　績 89%

・児童生徒の英語学習への興味関心度

目　標 65%以上

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・学習指導要領改訂に伴い、小学校で外国語活動が3，4年生から導入さ
れ、指導内容が大幅に変更になることから、英語を教科として指導してい
くための方法・体制に対しての工夫が必要である。

・児童生徒園児数を考慮し平成30年度は小学校に4校に対して2人（小学
校2校兼務）、中学校2校及び幼稚園4園に対して2人（中学校1校・幼稚園
2園　兼務）を配置した。

・小学校における英語の習熟状況等の情報共有を図ることで、中学校で
の指導がより行いやすくなるものと考えられる。

・次年度以降も配置人数の増も含め配置計画を見直し、指導員の負担を
分担させることで、中学校の指導を継続しながらも、幼稚園・小学校にお
ける外国語活動の充実につなげる事が可能となると考える。

実　績 59.7% 68.0%

・英語検定受検者の合格率

目　標 80% 70%

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H28年度 H29年度

今後の取り組み方針

・幼稚園・小学校では、英語の楽しさを伝えると共に、中学校においては英語スピーチコンテスト等や英語検定対策等へ積極的に関わらせるよう取り組む
ことで、児童生徒の英語への興味・関心や英語力の向上に取り組む。

・外国語指導助手の増員を検討しながら配置の見直しを行う。併せて、指導主事や各学校英語担当教諭と指導助手との間で小中学校間の情報交換を行
うなど、各校の英語の習熟度の状況や取り組み内容の共有を図るとともに、連携体制の強化、指導内容のレベルアップに繋げていく。

H30年度
目標値

（　年度）



資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

共済費

1,889千円

15,956 15,956 12,765 3,191 0

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

那覇年金事務所

1,889千円

英語指導助手4名分
（社会保険料　事業所負担分）

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
・支出先は町規程等に基づき委嘱しており、妥当である。
・予算規模については設置予定人数分を町規程等に基
づき計上した。実績に基づき不用額が生じたものの、概
ね適正であった。
・費目・使途については、指導助手に対する報酬・共済費
であり、必要なものに限定されている。

○

八重瀬町

15,956千円

報酬

14,067千円

英語指導助手4名

14,067千円

中学校1校・幼稚園2園　兼務　1名

中学校1校・幼稚園2園　兼務　1名

小学校2校　兼務　　　　　　　　　2名
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八重瀬町教育委員会　学校教育課
事業実施

（予定）年度
平成24～令和3年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３

事業内容
　児童生徒のコンピュータ操作能力及び教職員のコンピュータ指導技術の向上に資するため、町内小中学校へコンピュータ活用のため
の指導補助員を配置し、情報化教育のより一層の推進を図る。

市町村名 八重瀬町

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

１－⑤ 八重瀬町パソコン指導強化事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－５－（４）－ア

国際社会、情報社会に対応し
た教育の推進

担当部課名

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 7,742 7,655 7,970 8,108 8,255

(b)予算現額 7,424 7,872 7,877 8,108 6,906

(c)増減額(b-a) ▲ 318 217 ▲ 93 0 ▲ 1,349

A．計(b+d) 7,424 7,872 7,877 8,108 6,906

(d)繰越額 －

うち交付金充当額 5,939 6,297 6,301 5,245 4,872

B．執行済額 7,424 7,872 7,877 6,557 6,090

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 100.0% 80.9% 88.2%

次年度繰越額 0 0 0 0 0

予算の状況の説明
4月より4人の配置計画であったが、年度末まで人材の確保ができず1人の採用ができなかったため、1,349千円を
減額した。予算残額については勤務実績に伴う賃金・共済費の執行残が主なものである。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

小学校1人
中学校1人

小・中（兼務）1人

達
成
状
況
説
明

　4人の配置計画に対して4月までに1人の確保ができず、年度中も随時募集を行った。しかしながら雇用できない状況
が続き、年間を通して3人の配置となった。そのため、小学校4校・中学校2校を、学級数等を勘案して3人で分担し配置し
た。

小学校2人
中学校2人

パソコン指導員配置数
　小学校4校：2人配置（2名兼務）
　中学校2校：2人配置

目　標

パソコン指導員
配置

小学校2人
中学校2人

パソコン指導
員

配置
小学校2人
中学校2人

4人

実　績 配置済み 配置済み 4人

目標値
（　年度）

【参考指標】
配置率100％

目　標 100% 100%

実　績

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H28年度 H29年度 H30年度

実　績
小学校2,048人
中学校965人

小学校2,187人
中学校982人

100% 100%

目　標 3,067人

小学校
2,086人
中学校
986人

80.0% 69.2%

【参考指標】
ワープロ検定　合格率

目　標 80% 80%

実　績 91% 93.04%

児童へのアンケートで、ＩＣＴ機器を活用
できたと感じたか（80％以上）を含め、ＩＣ
Ｔ機器の活用のあり方を検証する

目　標
60%
以上

80%以上

成果目標
（指標）

及び進捗状況

【参考指標】
児童生徒数予想
　小学校2,086人　中学校986人

進
捗
状
況
説
明

　アンケート調査において、PCの操作が「思うようにできるようになった」が81.44％、「だいたいできた」が11.60％で、活用できた児
童が計93.04％となり目標を上回った。

実　績



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・児童アンケートによるＰＣ機器の活用については、活用できたと回答す
る児童が合計で93.04％となり、前年度に比べて高い割合となっている。

・「プログラミングを勉強したい」「自分でゲームを作ってみたい」等の意見
があり、ICT関連の学習意欲が高いことがわかった。

・配置計画4人に対し1人を採用することができなかった為、3人で複数校
を兼務して対応したが、1人当たりの負担が増加した。専門性の高い業務
内容であり、教員・児童生徒とのコミュニケーション能力も必要とされてい
るため、人材の確保が難しい。

・児童アンケートの結果を踏まえ、活用できていないと答えた児童への支
援のあり方を検討し、次年度は更に高い割合となるよう検討していく。

・人材の確保については、次年度以降も同様の課題が懸念されるため、
支援員を年間通して配置できるよう、検討する。

今後の取り組み方針

・教材研究や教材（資料）作成など、教員の指導力向上に資する支援を継続し、情報化教育のより一層の推進に取り組む。

・活用できていないと答えた児童に対しては、教員との指導のあり方を情報共有し、授業内容・サポート体制のあり方を適宜確認し、改善していく。

・支援員の人材確保については現行の直接雇用の方式に加えて、委託事業等他の方法も検討する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

共済費

791千円

6,090 6,090 4,872 1,218 0

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

那覇年金事務所

791千円

ＰＣ指導員3名分
（社会保険料　事業所負担分）

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ・支出先は町規則等に基づき雇用契約を結んでおり、妥
当である。
・予算規模については採用予定人数分を町規則等に基
づき計上した。実績に基づき不用額が生じたものの、概
ね適正であった。
・費目・使途については、支援員に対する賃金・共済費で
あり、必要なものに限定されている。

○

八重瀬町

6,090千円

賃金

5,299千円

ＰＣ指導員3名

5,299千円

小学校3校　兼務　　　　　　　　　1名

中学校1校　　　　　　　　　　　　　1名

小学校1校　中学校1校　兼務　1名
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八重瀬町教育委員会　学校教育課
事業実施

（予定）年度
平成25～令和3年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３

事業内容
　学習の遅れがある児童生徒への学習支援を通して学習意欲を高め、児童生徒ひとり一人の基礎学力の定着を図るため、町内小中学
校へ学習支援員を配置する。

市町村名 八重瀬町

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

１－⑥ 八重瀬町学力向上支援事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－５－（３）－ア

確かな学力を身につける教育
の推進

担当部課名

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 25,280 30,621 31,880 28,897 33,022

(b)予算現額 25,280 23,473 18,006 28,897 25,594

(c)増減額(b-a) 0 ▲ 7,148 ▲ 13,874 0 ▲ 7,428

A．計(b+d) 25,280 23,473 18,006 28,897 25,594

(d)繰越額 －

うち交付金充当額 20,224 16,663 14,405 17,924 17,804

B．執行済額 25,280 20,830 18,006 22,406 22,255

執行率（％）(B/A) 100.0% 88.7% 100.0% 77.5% 87.0%

次年度繰越額 0 0 0 0 0

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

学習支援員配置数

目　標
小学校10人
中学校 6人

小学校10人
中学校 6人

小学校10人
中学校 6人

小学校10人
中学校6人

実　績
小学校 9人
中学校 7人

小学校 8人
中学校 4人

小学校10人
中学校 4人

小学校9人
中学校4人

達
成
状
況
説
明

小学校10人・中学校4人の配置計画に対して人材の確保ができず、計画通りの配置ができなかった。年度途中からの雇
用及び自己都合退職により、小学校（9人）、中学校（4人）の配置となった。

沖縄県学力到達度調査における、県と本
町との平均正答率の差
小学校（国語・算数）　-2ポイント以上

目　標 県平均 -2P以上 -2P以上

進
捗
状
況
説
明

沖縄県学力到達度調査における、県と本町との平均正答率の差は、小学校 -0.18P、中学校 +0.63P　と目標を達成した。

予算の状況の説明
　4月より16名の配置計画であったが、計画通りの人材の確保ができなかったため、7,428千円を減額した。予算残
額については自己都合退職及び勤務実績に伴う賃金・共済費の執行残が主なものである。

H30年度
目標値

（　年度）

実　績 -0.55P +1.83P -0.18P

実　績 -5.26P -0.23P +0.63p

沖縄県学力到達度調査における、県と本
町との平均正答率の差
中学校（国語・数学）　-3ポイント以上

目　標 県平均 -3P以上 -3P以上成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H28年度 H29年度



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・教員免許を雇用資格要件としているため、他市町村の同種支援員・県
臨時的任用教員との取り合いとなり、年度当初からの人材確保が難し
く、配置計画の達成が困難な状況にある。

・支援を必要とする児童生徒に対して支援員の数が足りていないため、
支援員の負担が大きい。

・各小中学校と支援員との連携を密に行い、習熟度の低い児童生徒を重
点的に支援を行うことで、学力の定着に繋がっている。

・人材確保については、引き続き広報誌・ＨＰでの募集を行い、教育機関
との情報交換、近隣市町村との連携、人材紹介等を行って人材確保に
努めていく。

・学校と支援員との連携を行い、支援員の負担が増えることのないよう、
学校内での勤務環境に検討する余地がないか、引き続き情報共有を行
う。

・習熟度の低い児童生徒に対しては、引き続き重点的に指導を行ってい
く。

今後の取り組み方針

・引き続き人材確保に努めつつ、配置計画に満たない場合には学校と支援員との間で情報共有を密に行い、支援を必要とする児童の学力・学習意欲向
上に繋げられるよう、支援体制のあり方を検討を重ねていく。

・支援員の研修会、支援員同士の情報共有の場を設け、支援をする上での課題・参考事例などの情報共有を行い、支援内容の向上に取り組んでいく。

・担任・他の教員との情報共有を図り、児童生徒の学力・個性などの課題を把握し、個々に合った指導を行い学力・学習意欲の向上に努める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

共済費

2,999千円

22,255 22,255 17,804 4,451 0

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

那覇年金事務所

2,999千円

学習支援員12名分
（社会保険料　事業所負担分）

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ・支出先は町規則等に基づき雇用契約を結んでおり、妥
当である。
・予算規模については採用予定人数分を町規則等に基
づき計上した。実績に基づき不用額が生じたものの、概
ね適正であった。
・費目・使途については、支援員に対する賃金・共済費で
あり、必要なものに限定されている。

○

八重瀬町

22,255千円

賃金

19,256千円

学習支援員13名

19,256千円
小学校6校　中学校2校　　13名



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

八重瀬町教育委員会　学校教育課
事業実施

（予定）年度
平成27～令和3年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３

事業内容
　特別な支援を要する児童生徒に対して、日常生活の介助及び学習活動上の支援を行うことで学校生活や学習上の困難の改善を図る
ため、町内小中学校へ特別支援員を配置する。

市町村名 八重瀬町

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

１－⑦ 八重瀬町特別支援員配置事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－５－（４）－ア

国際社会、情報社会に対応し
た教育の推進

担当部課名

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 24,087 33,063 30,933 62,605

(b)予算現額 22,443 24,948 30,933 49,504

(c)増減額(b-a) ▲ 1,644 ▲ 8,115 0 ▲ 13,101

A．計(b+d) 22,443 24,948 30,933 49,504

(d)繰越額 －

うち交付金充当額 12,722 19,958 16,505 33,979

B．執行済額 15,903 24,948 20,631 42,474

執行率（％）(B/A) 70.9% 100.0% 66.7% 85.8%

次年度繰越額 0 0 0 0

予算の状況の説明
　4月より計36人の配置計画であったが、計画通りの人材の確保ができなかったため、13,101千円を減額した。予
算残額については自己都合退職及び勤務実績に伴う賃金・共済費の執行残が主なものである。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

特別支援員配置（小学校・中学校）

目　標
小学校18人
中学校2人

小学校14人
中学校6人

小学校14人
中学校6人

小学校14人
中学校6人

実　績
小学校16人
中学校2人

小学校17人
中学校2人

小学校14人
中学校2人

小学校14人
中学校4人

13人

達
成
状
況
説
明

　小学校14人・中学校6人・幼稚園16人の配置計画に対して人材の確保ができず、計画通りの配置ができなかった。　年度途中か
らの雇用及び自己都合退職により、小学校（14人）、中学校（4人）、幼稚園（13人）の配置となった。

16人

特別支援員配置数（幼稚園）

目　標 6人

実　績 5人

目標値
（　年度）

配置率１００％（小学校・中学校）

目　標 20名配置 20名配置

実　績

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H28年度 H29年度 H30年度

対象となる児童生徒の保護者へのアン
ケートで、特別支援員の対応に満足した
か（80%以上）を含め、当該事業のあり方
を検討する。

目　標 80％以上

実　績

19名配置
配置率95%

16名配置
配置率80%

91.56%



( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

実　績
5名配置

配置率83%

目　標 6名配置

実　績 支援実施

子どもの発達の個に応じた支援

目　標 支援

先生方の指導の効率化（負担軽減）

目　標 効率化

実　績 確立できた

安全面への配慮の確立

目　標 確率

成果目標
（指標）

及び進捗状況

配置率１００％（幼稚園）

進
捗
状
況
説
明

　保護者アンケートの満足度は「満足している」が79.99％、「おおむね満足している」が11.57％、計91.56％となり成果目標を上
回った。

実　績 38名 160名

支援児童者数

目　標 38名 160名

実　績 効率化できた

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・特別支援員の業務内容が、発達に遅れがある児童生徒の支援となって
いるため支援員の負担感・責任などが重く、新しい人材の応募が少なく、
任期途中での自己都合退職等もあり、人材不足となっている。

・支援を必要とする幼児児童生徒への対応が複雑化しており、支援員の
負担感が大きい。

・人材確保については、引き続き広報誌・ＨＰでの募集を行い人材確保に
努めていく。

・学校と支援員との連携を行い、支援員の負担が増えることのないよう、
学校内での勤務環境に検討する余地がないか、引き続き情報共有を行
う。

・指導員の研修や情報交換会を実施し、支援員の知識充実やスキルアッ
プを図り、園児児童生徒の個々の発達の課題を支援していく。

今後の取り組み方針

・特別支援員及び学習支援員の合同の研修会を年に数回実施するほか、支援教育に特化した臨床心理士や大学教授等を講師に招いて情報交換会や
勉強会を随時実施していき、引き続き支援教育等の知識充実やスキルアップを図っていく。

・対象となる児童生徒への保護者アンケートを実施し、特別支援員の対応への満足度を調査することで、当該事業の検証を続けていく。



総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ・支出先は町規則等に基づき雇用契約を結んでおり、妥
当である。
・予算規模については採用予定人数分を町規則等に基
づき計上した。実績に基づき不用額が生じたものの、概
ね適正であった。
・費目・使途については、支援員に対する賃金・共済費で
あり、必要なものに限定されている。

○

八重瀬町

42,474千円

賃金

36,846千円

特別支援員　31名

36,846千円

小学校4校　中学校2校　18名

幼稚園4園　　　　　　　　　13名

共済費

5,628千円

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

那覇年金事務所

5,628千円

特別支援員31名分
（社会保険料　事業所負担分）

42,474 42,474 33,979 8,495 0

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

教育委員会　学校教育課
事業実施

（予定）年度
平成26～30年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-3

事業内容 生徒の学力向上を図るため、町内中学生に対して放課後や休日等に学習支援を行う。

市町村名 八重瀬町

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-⑧ 切磋琢磨学力パワーアップ事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-5-(2)-ｱ

教育機会の拡充

担当部課名

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 14,970 14,970 14,971 14,970 14,837

(b)予算現額 14,970 14,970 14,970 14,970 14,837

(c)増減額(b-a) 0 0 ▲ 1 0 0

A．計(b+d) 14,970 14,970 14,970 14,970 14,837

(d)繰越額 －

うち交付金充当額 11,200 11,955 11,118 11,965 11,865

B．執行済額 14,000 14,944 13,898 14,956 14,832

執行率（％）(B/A) 93.5% 99.8% 92.8% 99.9% 100.0%

次年度繰越額 0

予算の状況の説明 不用額が5千円発生しているが、入札残によるものであり、適正に執行済みである。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

放課後講座　（H27～H29は土曜講座）
（平成30年6月～平成31年3月）

目　標
平成27年6月～
平成28年2月

平成28年6月
～平成29年2

月

平成29年6月
～平成30年3

月

平成30年6月
～平成31年3

月

実　績
平成27年8月～
平成28年3月

平成28年7月～
平成29年3月

平成29年6月～
平成30年3月

平成30年7月～
平成31年3月

期末テスト6回
学期末テスト8回

長期休業中講座

目　標 20日間

定期テスト補習講座

目　標 4回 5回
定期テスト
補習講座

実　績
中間テスト5回
期末テスト5回

中間テスト3回
期末テスト5回

学年末テスト5回

中間テスト6回
期末テスト3回

学期末テスト4回

達
成
状
況
説
明

放課後講座は、16:15～18：15（具志頭校区） 16:30～18:30（東風平校区）の時間帯で各中学校でそれぞれ32回行った。
長期休業中講座は夏期講座 10:00～12：00で各地区5日間開催した。定期テスト補習講座は、期末テスト対策・学年末テ
スト対策の2回で各校あわせて合計14日間開催した。

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H28年度

5回
長期休業中

講座

実　績 夏期講座5日 夏期講座5回 夏季講座5回 夏季講座5回

－0.23ポイント 0.63ポイント

H29年度 H30年度
目標値

（　年度）

三年生対象高校入試模試

目　標 - 1回
三年生対象

高校入試模試

実　績 受験対策ﾌﾟﾚﾃｽﾄ5回

沖縄県学力到達度調査（国語・数学）に
おける、県と本町との平均正答率の差
-0.3ポイント以上

目　標
差5ポイント以

内
-3ポイント以

上
-3ポイント

以上

受験対策ﾌﾟﾚﾃｽﾄ1回
受験対策プレテスト1

回
受験対策プレテスト4

回

進
捗
状
況
説
明

　今年度より講座開催日を土曜日から放課後へ日程を変更して事業を行った。事業開始が7月となってしまったが事業については
学校現場とスムーズな連携が展開できた。受講者数は、放課後講座では延べ人数が増となり、定期テスト補習講座では昨年度よ
り人数は減となったが長期休業中講座では昨年度より受講者増となった。
また、沖縄県学力到達度調査において県平均より0.63ポイント上回り、県平均との差-3ポイント以上の目標は達成することができ
た。

実　績

目　標
成果目標
（指標）

及び進捗状況

実　績 差11.8ポイント



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

○講座開催日を土曜から放課後へ変更しての実施となったため、変更調
整などで7月の講座開始となってしまったが、放課後へ講座開催日を変
更することにより、授業終了後講座へスムーズに移行できるようになり、
参加者の延べ人数の増に繋がったと考えられる。

○参加人数は増加傾向だが、学校により参加人数に差があるため、原
因分析を行い参加者の増加に繋げる。

○講座を平日（放課後）に設定することにより参加者の増加に繋がった
が、部活生の参加及び、さらなる受講者の確保を図るためために、開催
日を検討する必要がある。

○周知活動を強化しつつ、町のホームページや広報誌への掲載も検討し
ていく。

○沖縄県学力到達度調査では県平均との差が年々縮まり、今年度は県
平均を上回ることができた。学力定着を図るため指導方法の工夫、参加
者の増加を図りつつ正答率30パーセント以下の生徒の受講を促進する。
　

14,832 14,832 11,865 2,967 0

今後の取り組み方針

○個別指導を中心に自己肯定感を高めながら基礎的・基本的な事項の定着を図り、学習意欲を向上させる。
○実施日及び時間を指導方法の検討を行い、参加及び出席率の増加を図る。
○事業開始時期を６～７月に位置付け、早期の取り組み開始を図り、円滑な運営を進めることで、事業の充実につなげる。
○学校と連携し、全国学力学習状況調査及び沖縄県到達度調査の正答率30パーセント以下の生徒への働きかけを強化する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

八重瀬町 委託料
一般社団法人　教育振興会

14,832千円 14,832千円
14,832千円

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○委託業者は一般競争入札（プロポーザル）で選定してお
り、妥当であったと考えている。
○不用額は全体の1％以内であり適正な規模であった。
○費目、使途については、精算段階で検査を実施してお
り、目的に即し、必要なものであったと判断した。

○

学習支援として講師派遣

放課後講座・長期休業中講座・

定期テスト前対策講座等 開講
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教育委員会　学校教育課
事業実施

（予定）年度
平成26～30年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-３

事業内容 町内各小中学校に電子黒板及びＰＣ３台を設置することで、ＩＣＴ機器の活用を促進し、更なる学力向上を目指す。

市町村名 八重瀬町

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

１-⑨ ICT教育強化事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-５-（４）-（ア）

国際社会、情報社会に対応し
た教育の推進

担当部課名

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋「市
町村負担」ベー

ス）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 95,713 9,949 4,908 2,904

(b)予算現額 95,713 11,558 4,908 2,904

(c)増減額(b-a) 0 1,609 0 0

A．計(b+d) 95,713 11,558 4,908 2,904

(d)繰越額 0 0 0 0

うち交付金充当額 74,640 8,968 3,672 2,231

B．執行済額 93,301 11,210 4,590 2,789

執行率（％）(B/A) 97.5% 97.0% 93.5% 96.0%

次年度繰越額

予算の状況の説明
当初計画より減額となったが、入札残によるものである。町内小学校に電子黒板及びＰＣ３台を設置。
計画通りの執行となった。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

電子黒板等（３台）
パソコン（３台）

目　標 11台 5台 3台・3台

実　績 13台 5台 3台・3台

達
成
状
況
説
明

当初の予定通り、2小学校に対し3台を設置。内訳として白川小学校に電子黒板及びＰＣを2台設置。
東風平小学校に電子黒板及びＰＣ1台を計画通りに設置した。

H29年度 H30年度

生徒発表用ＰＣを各校へ設置

目　標 6台

実　績 6台

実　績
小・全国平均+3.8P

中・県平均-1P
成果目標
（指標）

及び進捗状況

全国学力学習状況調査の平均正答率を
（小学校）全国平均＋5ポイント以上
（中学校）　県 平均－3ポイント以上

目　標

進
捗
状
況
説
明

町内小中学校のうち小学校２校の普通教室へ電子黒板及びパソコンを導入することにより導入率を100％達成することができた。
また、小中学校全体で年間授業日数の30％以上ＩＣＴ機器を活用する目標に対し、57％活用し目標を達成することができた。
全国学力学習状況調査の平均正答率に関する目標について、小学校においては全国平均との比較で+5ポイント以上の目標に対
し、+3.8ポイントと1.2ポイント足りず、目標を達成する事が出来なかったが、中学校においては県平均との比較で-3ポイント以上の
目標に対し、-1ポイントと+2ポイントで目標を達成する事が出来た。

目標値
（　年度）

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H28年度

町内小中学校の普通教室への電子黒板
及びパソコン導入率を100％にし、年間
授業日数の30％以上の活用を目指す。

目　標
導入100％
活用　30％

実　績
導入100％
活用　57％

児童にアンケートを実施し、ＩＣＴ機器を活
用　した授業が分かりやすかったと答え
た割合　　　　８０％以上

目　標 80%

実　績 89%

小・全国平均+5P
中・県平均-3P



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

2,789 2,789 2,231 558 0

今後の取り組み方針

・各小中学校にデジタル教科書が導入されているため、引き続きデジタル教科書と電子黒板等のＩＣＴ機器をさらに活用し、学力向上を図る。
・ＩＣＴ機器の整備を特別教室等（特別支援室）にも展開し、支援を必要とする児童生徒に対する授業についても、満足度の向上を目指す。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。 〇事業者は指名競争入札で選定しており、妥当であった
と考える。
〇予算規模について、事前見積、本町の過去の購入実
績等を参考に積算しており、購入台数も含めて適切な規
模と考える。
 〇わかりやすい授業実施のための電子黒板を購入する
備品購入費であり、事業目的に合った費用で、適切に処
理されたと考える。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

・メーカー発注する備品の在庫が逼迫しており、当初の予定していた納
入期限より遅れた。選定機器の在庫状況を確認する必要がある。

・事業履行するにあたり、早期に導入し活用率の向上を図るため選定す
る機器の在庫状況を事前に確認する。

・新たに増設した学級（特別支援学級含む）とは別に特別教室への設置
要望が学校から寄せられたため学校の意見を聴取し、整備台数の見直
しを図る必要がある。

・普通教室以外の教室（特別教室等）への整備について学校現場からの
要望が多いことから、学校の意見を聴取し、引き続き電子黒板及びパソ
コンを整備し、ＩＣＴ機器の活用促進を図る。

・ＩＣＴ機器を活用した授業に対する児童生徒の満足度を把握し、その内
容を学校現場と共有し、ＩＣＴ機器の更なる活用促進を図る。

・導入後の使用状況・効果についてアンケート等で引き続き調査する必
要がある。

八重瀬町

２，７８９千円

備品購入費

２，７８９千円

株式会社エマオ

２，７８９千円
【電子黒板等整備】
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観光振興課（やえせ桜まつり）
生涯学習文化課（八重瀬町青年エイ
サー祭り）

事業実施
（予定）年度

平成24～令和3年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-１-（1）

事業内容
　観光客誘客を図るため、町特有の地域資源を活用したイベントを行い、国内外へ情報を発信することで観光地の集客を図り、地域特産
物等のＰＲ等を実施する団体を支援する。

市町村名 八重瀬町

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-① 八重瀬町イベント事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-（9）-イ

県産品の販路拡大と地域ブラ
ンドの形成

担当部課名

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 4,319 5,616 9,600 8,600 6,683

(b)予算現額 5,235 6,314 13,979 8,600 4,683

(c)増減額(b-a) 916 3,135 4,379 0 ▲ 2,000

A．計(b+d) 5,235 8,751 13,979 8,600 4,683

(d)繰越額 0 0 0 0 0

うち交付金充当額 4,211 5,051 10,250 5,054 3,673

B．執行済額 5,235 6,314 13,979 8,347 4,592

支援実施

執行率（％）(B/A) 100.0% 72.2% 100.0% 97.1% 98.1%

次年度繰越額 0 0 0 0 0

―

予算の状況の説明
4月末に開催予定であった「やえせこいのぼりあしび」について、県内における麻疹流行の影響により中止となった
ことから、当該イベント実施に係る予算2,000千円を減額した。不用額91千円については補助金の執行残によるも
のである。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

支援実施

やえせ桜まつりの開催支援
目　標 支援実施 支援実施 支援実施 支援実施

実　績 支援実施 支援実施

八重瀬町青年エイサー祭りの開催支援
目　標 支援実施 支援実施

やえせ桜まつり来場者数
目　標 4,000 5,500

支援実施

実　績 支援実施 支援実施 未実施

支援実施 支援実施

達
成
状
況
説
明

【やえせ桜まつり】八重瀬公園の桜を沖縄南部桜の名所として広くPRし地域活性化に寄与した。
【青年エイサーまつり】旧盆の伝統行事として町内各地域で行われているエイサー団体が一堂に会して行う八重瀬町青
年エイサーまつりを支援し、伝統芸能の継承、観光イベントとして情報発信や地域活性化に寄与した。

やえせこいのぼりあしびの開催支援
目　標 支援実施 支援実施 支援実施 ―

実　績 支援実施 支援実施 支援実施

H30年度
目標値

（　年度）

八重瀬町青年エイサー祭り来場者数
目　標 10,000 - 11,000

実　績

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H28年度 H29年度

5,500

実　績 4,300 4,700 6,300

10,000 - 11,000

実　績 5,000 3,600

【参考指標】
やえせこいのぼりあしび来場者数

目　標 3,500 3,500

進
捗
状
況
説
明

各イベントを運営するため実行委員会への補助を行い、補助金は企画運営に対する経費等に充てられた。
まつりの来場者数はシャトルバス利用者数・入口におけるカウント・目測カウント等を元に算出した。
青年エイサー祭り、やえせ桜まつりについては目標を達成したことにより、全体としては八重瀬町のＰＲ事業として概ね効果があっ
たと考える。

成果目標
（指標）

及び進捗状況



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

○桜まつりについては、会場レイアウト・会場-駐車場間の動線を見直す
ことにより、混雑の軽減に一定の効果があった。

○企業協賛金について、イベントの趣旨・目的について理解を求めた結
果、各イベントとも見込み額を上回る協賛を得ることができた。

【各イベント共通】
○地域内外に対し、引き続き魅力あるイベントとして継続していくため、
独創的かつ話題性のある新規企画を創り上げる必要がある。
○会場へのアクセス向上（臨時駐車場の確保、会場-駐車場間の動線設
定）。
○多言語対応の条件整備や来場者が訪れやすい交通アクセスの案内
や看板等の整備を行う。
○企業協賛金について引き続き理解を求めるとともに、企業以外（一般
町民等）からも協賛を募る方法を検討する。
○イベント開催時における危機管理体制の充実
○天災等の影響を考慮し、イベント時期をずらして開催できるように協議
を要する。
【桜まつり】
イベント当日だけでなく、期間中に八重瀬公園を訪れる観光客に対する
働きかけの強化が必要。（観光拠点施設への誘導、ミニイベント等の実
施検討など）

4,591 4,591 3,673 918 0

今後の取り組み方針

○参加型の八重瀬体験プログラムについて、引き続き各イベントにおいて実施することで滞在時間・消費額の増加を図る。
○情報発信・プロモーションをより早期から実施する。
　・観光客が立ち寄るスポット（宿泊施設・レンタカー営業所・町内外観光施設等）におけるPR、県内旅行代理店に対するツアールート組み込みの働きか
け。
○外国人の来場が引き続き増加傾向にあるため、外国語によるSNSを活用した情報発信、多言語対応可能なイベントスタッフの確保、案内表示等を実
施。
○十分な自主財源を確保し、継続可能な体制の構築。
○「八重瀬町観光拠点施設」と連動し、積極的に活用する取組の実施。
○計画段階より代替日・代替イベント等の検討を実施するなど、柔軟な実施体制の構築。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○支出の選定先は、地域における協働のイベント等に関
係している経験・知識をがある方で構成し、また地域団体
関係者の委員会でもあるため、妥当である。
○予算規模については、見積書等を勘案しより安価で効
果的な予算使途に限定しているため適正である。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要
なものなのか等について精査し執行しており適正である。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

八重瀬町
補助金

13,979千円

青年エイサーまつり

やえせ桜まつり
企画運営費、広告宣伝費、会場設営費、

イベント費、交通防犯対策費

八重瀬町

4,591千円

補助金

4,591千円

青年エイサー祭り実行委員会

600千円

やえせ桜まつり実行委員会

3,991千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

土木建設課
スポーツ振興課

区画整理課

事業実施
（予定）年度

平成24～33年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-1-(1)

事業内容 魅力的な観光地としての景観形成を図るため、町内の観光客が訪れる観光地や施設、観光地アクセス道路等の美化清掃を行う。

市町村名 八重瀬町

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-② 八重瀬町観光地美化作業事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-(2)-エ

観光客受入体制の整備

担当部課名

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 53,896 54,624 54,487 54,355 53,808

(b)予算現額 53,896 56,000 52,988 52,855 53,808

B．執行済額 52,216 52,402 52,015 47,591 48,087

(c)増減額(b-a) 0 1,376 ▲ 1,499 ▲ 1,500 0

A．計(b+d) 53,896 56,000 52,988 52,855 53,808

(d)繰越額 －

次年度繰越額

うち交付金充当額 41,772 41,921 41,612 38,073 38,469

美化作業の実施
13箇所
45路線

達
成
状
況
説
明

交付金対象施設及び路線の美化作業（草木の伐採等による景観美化の管理）を実施し、優先順位や必要性の高い場所等の検
討及び調整をしながら定期的に行えたことにより、安心安全な観光客の受入態勢を整えることができた。

執行率（％）(B/A) 96.9% 93.6% 98.2% 90.0% 89.4%

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H28年度 H29年度 H30年度

予算の状況の説明

当初有料での処理を予定していた廃棄物処理費において、一部を無料で処理する調整ができた為、役務費から不
用額が生じた。
また、賃金、共済費において直接雇用の美化作業員が事業途中で減員となり、再雇用を検討したが採用に至らな
かった為、4,073千円の不用が生じた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

観光地や施設及びアクセス道路の美化
作業
観光地：13箇所
アクセス道路：45路線

目　標 美化作業の実施 美化作業の実施 美化作業の実施
13箇所
45路線

実　績 美化作業の実施 美化作業の実施

8箇所
40路線

13箇所
45路線

実　績
8箇所
40路線

13箇所
45路線

実　績 98%

成果目標
（指標）

及び進捗状況

観光地周辺の景観形成及び道路環境に
ついて、観光地としてふさわしい景観及
び道路環境であると感じるかを含め（８
０%以上）、当該事業のあり方をアンケート
調査により検証する。

目　標 80％以上

進
捗
状
況
説
明

観光地周辺の景観形成及び道路環境について、観光地としてふさわしい景観及び道路環境であると感じられる結果となった。

目標値
（　年度）

美化作業の完了
観光地：13箇所
アクセス道路：45路線

目　標



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・亜熱帯地方の沖縄においては年間を通して草木が成長するが、その中
でも6月から10月頃にかけては草木の成長が著しく、通常の作業人員で
は作業が間に合わない状況である。

・夏季の作業において、沖縄の高温多湿の環境により作業員や作業機
械に負担が大きく作業員の休みや機械の修理等が必要となった。

・美化清掃業務委託において時期に応じて作業員の増減の検討を行う。

・作業員の体調面を考慮し、効率のよい作業計画（除草剤の併用）を行
い、作業員減が無いように調整する。

・作業機械の使用状況を整理し、新規の備品購入を検討する。

48,087 48,087 38,469 9,618

今後の取り組み方針

・施設利用やイベントでの利用時期を関係課と調整し、美化作業の作業場所や路線を効率よく計画し快適な利用状況を維持する。

・作業員による第三者への安全対策の徹底、体調管理を行い作業中の事故を防止するとともに繁茂が激しく農地や民家の少ないエリアでは除草剤での
作業を効率よく行う。

・観光施設の緑化（草花）等も検討し観光地としての質の向上を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

八重瀬町

48,087千円

交付金
充当額

市町村
負担金

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○委託業者は地方自治法167条2第1項3号の規定により選考を
行い、また直接雇用の作業員については町の雇用促進の観点
から公募、面接を行い採用しており妥当であると考える。
○予算規模については、見積もり及び町条例に基づき算出して
おり事業に必要な予算規模であると考える。
○費目、使途については事業目的達成の観点から必要なもの
なのか等について支出等に関する書類において確認をし適正
であると考える。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

共済費

4,688千円

賃金

32,187千円

需用費

3,704千円

役務費

295千円

委託費

6,501千円

使用料・賃借料

281千円

備品購入費

431千円

消耗品費

865千円

燃料費

1,950千円

修繕費

889千円

美化作業員共済費

（社会保険料）

（18名分）

美化作業員賃金

（草刈刃、軍手、ごみ袋

他）

（作業用機械）

（作業用車両）

作業用機械修繕

（草刈機、チェーンソ他）

廃棄物処理費

295千円

(株)グリーンエ

イト

廃棄物処理費

（草木処分）

八重瀬町

シルバー人材セン

ター

美化清掃業務委託

（除草作業・美化清掃）

使用料

(有)曙開発

281千円

備品購入

（ 草刈機 8機 ）

作業用機械購入

(株)宮森産業機械

431千円

重機使用料

（高所作業車リース ）



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）
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生涯学習文化課
事業実施

（予定）年度
平成24～令和元年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

事業内容 港川人の出土地である「港川フィッシャー遺跡」の教育および観光資源としての活用に向けて、港川遺跡公園を整備する。

市町村名 八重瀬町

平成30年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2－③ 港川フィッシャー遺跡整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（２）－（エ）

観光客受入体制の整備

担当部課名

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　■後年度（R2年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 10,240 11,297 18,925

(b)予算現額 10,240 5,044 7,957

(c)増減額(b-a) 0 ▲ 6,253 ▲ 10,968

A．計(b+d) 10,240 5,044 7,957

(d)繰越額

うち交付金充当額 8,061 3,870 5,545

B．執行済額 10,077 4,839 6,932

執行率（％）(B/A) 98.4% 95.9% 87.1%

次年度繰越額 0

予算の状況の説明
当初、ガイダンス施設の設計等を予定していたが、基本設計を作成後管理運営について検討した結果、管理運営
コストが少ないトイレの建築へと規模縮小することとなったため、10,968千円の予算減額を行った。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H29活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

港川遺跡公園実施設計

目　標 作成

実　績 作成

用地購入

目　標 完了

実　績

公園整備計画の策定（課題の整
理、基本方針・基本施策の決定など）

目　標 策定

完了

基本設計の作成
目　標 作成

実　績 策定完了

実　績 作成

達
成
状
況
説
明

昨年度作成した基本設計を基に用地を購入し、港川遺跡公園実施設計及び港川遺跡便益施設実施設計等を行った。

ボーリング調査、測量
目　標 調査・測量実施

実　績 調査・測量実施



( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( )

目標値
（　年度）

H29成果目標（指標） 27年度 28年度 29年度 30年度

実　績 完了
港川遺跡公園実施設計の完了

目　標 完了

実　績 完了
用地購入の完了

目　標 完了

実　績 完了
基本設計の作成完了

目　標 完了

実　績 把握

【参考】
公園整備に向けて現状、課題の把握

目　標 把握

進
捗
状
況
説
明

昨年度作成した基本設計のガイダンス施設の管理運営計画の結果を基に便益施設（トイレ）へ規模縮小し、港川遺跡公園実施設
計及び港川遺跡便益施設実施設計等を行った。
また、基本設計を基に用地購入を行った。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

実　績 完了

【参考】
公園整備設計に向けてボーリング調査と
測量調査完了

目　標 完了

【R2成果目標】
訪れた観光客へのアンケートで、利便性
の向上が図られたか（80%以上）を含め、
当該事業のある方について検証する。

目　標 80%以上

実　績 -



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・基本設計のガイダンス施設の管理運営計画の結果を基に必要性・緊急
性を検討した結果、管理運営コストが少ない便益施設（トイレ）へ規模縮
小することとなった。

・今後順次公園整備工事等を行うにあたっては、道路等の取り付けの手
続きが必要となるため関係機関担当者と協議を行ってきた。

・観光客の受入体制としての優先度を検討し、順次計画的に整備してい
くことで、財源を確保しつつ、早急な受入体制の整備に繋げていくことが
可能となる。

・公園整備工事を進めていくにあたっては、工事契約後に手続きを行う関
係機関担当者と協議し、連絡を密にすることで、取り付け道路における
手続きを円滑に進めることに資するものと考える。

6,932 6,932 5,545 1,387 0

今後の取り組み方針

・当初予定していたガイダンス機能を有する施設の整備については再検討する。観光客が訪れた際に利用するトイレ等を先に整備する。ガイダンス機能
については、当面の間は既存の資料館を活用することとし、資料館を訪問した観光客等への情報提供に努めることで、港川フィッシャー遺跡の有効活用
を促進していける体制を構築していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
◯支出先の選定は、地方自治法及び本町の財務規則等
に従って選定されており妥当である。
○予算規模についても適正な規模であった。
○費目・使途については、事業達成向けた観点から、事
業に対して必要なものかどうか支出等に関する書類を精
査し執行をしているため適正だった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

八重瀬町

6,932千円

港川遺跡公園実施設計

委託業務

4,104千円

㈱真南風

4,104千円

港川遺跡公園不動産鑑

定評価及び個別格差率

査定業務

252千円

港川遺跡便益施設実施

設計業務

1,058千円

㈱盛設計

1,058千円

港川遺跡公園用地分筆

登記申請委託業務

497千円

港川フィッシャー遺跡整

備事業に係る土地売買

契約

1,021千円

仲本不動産鑑定事務

所

252千円

㈱大協測量設計

497千円

地権者2人

1,021千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )
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　企画財政課
事業実施

（予定）年度
平成30～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

事業内容 　伝統芸能の保存継承と観光誘客を図るため、生涯学習・文化振興拠点施設を整備する。

市町村名 八重瀬町

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2－④ 　生涯学習・文化振興拠点整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－１－（４）－ウ

文化活動を支える基盤の形成

担当部課名

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（R4年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 H34年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 10,779

(b)予算現額 8,252

B．執行済額 8,228

(c)増減額(b-a) ▲ 2,527

A．計(b+d) 8,252

(d)繰越額 －

次年度繰越額 0

うち交付金充当額 6,582

達
成
状
況
説
明

　平成30年度は、生涯学習・文化振興拠点施設に係る基本計画を策定した。

執行率（％）(B/A) 99.7%

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H30年度 R1年度 R2年度

予算の状況の説明
　予算減額2,527千円の理由は、生涯学習・文化振興拠点施設基本計画策定業務に係る指名競争入札での残分
である。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

生涯学習・文化振興拠点施設の基本計
画策定（導入機能、施設規模）

目　標 基本計画策定

実　績 策定完了

目　標
基本計画
策定完了

実　績
基本計画
策定完了

①660人以上
②30,000人以
上

実　績

成果目標
（指標）

及び進捗状況

【R4成果目標】
　①伝統芸能演舞者数　660人以上
　②年間施設利用者数　30,000人以上

目　標

進
捗
状
況
説
明

　平成30年度は、生涯学習・文化振興拠点施設に係る基本計画を策定した。

目標値
（R4年度）

　基本計画策定の完了



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・本施設は３つの機能からなる複合施設で事業費が大きいことから、特
別枠を活用した事業採択が課題となっている。
・伝統芸能の演舞者及び施設利用者を増やすために、イベントの開催方
法等について検討工夫する必要がある。
・本施設の管理運営に必要な財源は主に町一般財源であることから、維
持管理費のコスト縮減が課題となっている。

・本施設を機能毎に分割し建設が可能かどうか検討を行う。
・基本設計の作成段階で、基本計画での課題や関係団体等の意見等に
留意し検討を行う。
・本施設における民間活力の導入と施設使用料金の見直しを行い、維持
管理コストの縮減を図る。

8,228 8,228 6,582 1,646 0

今後の取り組み方針

・本施設を機能毎に分割し建設が可能かどうか事業スケジュール等の検討を行う。
・基本計画に基づき、関係団体等からの意見等を参考に基本設計を行う。
・本施設の維持管理費のコスト縮減を図るため、民間業者による指定管理委託制度の導入を検討し、近隣の類似施設を参考に料金を設定する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○委託事業者は指名競争入札で選定しており、妥当で
あったと考えている。
○予算規模は３社見積りによる価格設定で妥当であった
と考えている。
○費目、使途については精算段階で検査を実施確認して
おり、適正と判断した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

八重瀬町
8,228千円

委託料
8,057千円

生涯学習・文化振興拠点
施設建設委員会(6回)

171千円

生涯学習・文化振興拠点施設基
本計画策定についての調査審議

報 酬
171千円

(株)沖縄文化環境研究所
8,057千円

１）基本計画の作成
２）委員会の支援
３）基本計画策定に必要な業
務



( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

生涯学習文化課
事業実施

（予定）年度
平成30年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

事業内容 観光誘客を図るためホロホローの森の調査・観察会・パネル展等を実施する。

市町村名 八重瀬町

平成30年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-⑤ 「ホロホローの森の生き物たち」調査及び報告書作成事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-（2）-ア

国際的な観光ブランドの確立

担当部課名

(a)当初予算額 2,519

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

30年度 R1年度 R2年度 R3年度

予
算
の
状
況

(c)増減額(b-a) 0

(b)予算現額 2,519

A．計(b+d) 2,519

(d)繰越額 －

うち交付金充当額 1,636

B．執行済額 2,045

執行率（％）(B/A) 81.2%

次年度繰越額 0

報告書を150部、パンフレットを1,000部作成し、報告書は、町内の学校・図書館、県内の図書館、博物館等に配布した。
観察会を3回開催し、パネル展を1回開催した。

R2年度
目標値

（　年度）

予算の状況の説明 不用額が474千円発生しているが、主に原稿執筆料の残であり当初計画していた事業内容はすべて実施した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

30年度 R1年度 R2年度 R3年度

調査で得られた成果から報告書を作成
し、また観察会及びパネル展を開催す
る。

目　標

達
成
状
況
説
明

実　績 開催

開催

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（29年度）
30年度 R1年度

観察会に参加した観光客数　200人以上

目　標 155人 200人以上

進
捗
状
況
説
明

観察会を17回行い、計284人の参加があり、成果目標を達成した。

実　績 284人

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　□後年度（　　年度）



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・ホロホローの森の知名度の向上を目的に、ホロホローの森の報告書
（図鑑）の作成とパネル展の開催、観察会を行った。
・パネル展では、動物編・植物編と各1週間開催した。アンケートでは開発
の進む沖縄島南部で、多くの自然が残っていることに驚いたとの回答が
多く寄せられた。
・報告書の名称を親しみやすいように「図鑑」という名称に変えた。「図
鑑」は、本島南部の自生植物の指針にも成り得たと考える。

・はじめて夜の観察を開催したが、参加者の満足度が高いように感じた。
都心に近い南部で夜間の観察会が可能であることが確認できたが、ガイ
ドの高い知識も必要なため、今後、継続的に夜の観察を行うためには、
勉強会が必要と感じた。
・継続的な情報発信を行うために、町の観光関係部署との連携の必要性
がある。

2,045 2,045 1,636 409 0

今後の取り組み方針

・新たな観察会のメニューをガイドの会と開発し幅広い年齢層、地域の人の誘客を図っていけいるように努める。
・ガイドのスキルアップのため定期的な勉強会を行っていけるようにガイドの会と連携を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○委託業務については指名競争入札で執行したので妥
当である。
○不用額が事業費の19％にあったが、主に原稿執筆料
の残である。報告書の内容から写真を大きく使用した方
が読み手が理解しやすいという観点から文字数が当初予
定より少なくなったが予算規模として適正である。
○費目・使途は事業目的に即しパンフレット等の作成、配
布に限定されている。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

-

八重瀬町
2,045千円

新星出版株式会社
1,595千円

報告書の作成 150部

パンフレット作成 1,000部

パネルの作成 120枚

ポスターの作成 100枚

チラシの作成 50枚

講師謝礼
24千円

委託料
1,595千円

報償費
450千円

調査謝礼
22千円

原稿執筆謝礼
404千円

ホロホローの森の観察会

講師１人×３回

ホロホローの森の調査

調査員１人×14回

ホロホローの森の報告書原稿

執筆 （400字詰原

稿用紙）



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

教育委員会　スポーツ振興課
事業実施

（予定）年度
平成24～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－(１)

事業内容
スポーツキャンプの誘致を図るため、運動施設の整備を行う。30年度においては、芝管理業務、東風平サッカー場における防球ネットの
機能強化および管理棟トイレ・シャワーに係る設計業務を行う。

市町村名 八重瀬町

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-⑥ 運動公園施設等整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-２-(１)－イ

「スポーツアイランド沖縄」の形
成

担当部課名

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 9,247 15,390 24,904 20,771 24,600

(b)予算現額 12,504 14,453 24,904 20,771 24,600

(c)増減額(b-a) 3,257 ▲ 937 0 0 0

A．計(b+d) 12,504 14,453 24,904 20,771 24,600

(d)繰越額 0 0 0 0 0

うち交付金充当額 9,983 11,019 19,647 16,109 19,465

B．執行済額 12,478 13,774 24,559 20,136 24,332

執行率（％）(B/A) 99.8% 95.3% 98.6% 96.9% 98.9%

次年度繰越額 0 0 0 0 0

予算の状況の説明
H30予算においては委託料の執行残として123千円、工事費の執行残として145千円の不用額が生じたが、予定し
ていた事業内容はすべて実施することが出来た。

活動目標
（指標）

及び達成状況

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

・サッカー場、プロ仕様芝生整備
目　標 １ヵ所 実施

実　績 １ヵ所 実施

実施

達
成
状
況
説
明

・東風平サッカー場において継続的に委託管理を行うことで、冬期間のキャンプ時に良好な芝生環境で練習ができるよ
うに受入環境の整備を行った。また隣接する多目的広場の芝生も管理及び整備を行った為、サッカーキャンプ誘致の環
境整備を整えることが出来た。
・東風平サッカー場においては防球ネットの機能強化を図った為、施設外への飛球が減少し、キャンプ選手が充実した
練習を行うことが出来た。又、安心安全の観点から来場する観客等への事故防止が図られた。
・東風平サッカー場においてキャンプ時に必要なシャワー・トイレ施設を備えた管理棟の設計を終えることが出来たの
で、次年度の工事への準備が整った。

実施

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H28年度 H29年度 H30年度

・サッカー場防球ネット改修
目　標

実　績

６チーム ５チーム
６件
以上

実　績 ７チーム ７チーム 5件

実　績 6件

成果目標
（指標）

及び進捗状況

サッカーキャンプの受け入れ（４件以上）

目　標
４件
以上

進
捗
状
況
説
明

・野球キャンプは、韓国プロ野球１チーム、県外大学２チーム、県外高校２チームで計５チームがキャンプを行った。
・サッカーキャンプは、Jリーグ3チーム、なでしこリーグ１チーム、中国倶楽部チーム２チームの合計６チームがキャンプを行った。
・野球キャンプについては成果目標を達成することが出来なかったが、サッカーキャンプについては成果目標を達成することが出
来た。
・キャンプ期間中は、県内でキャンプを行っているJリーグや日本プロ野球チームとの練習試合を目的に中国や韓国のサッカー
チーム、野球チームによる合宿やキャンプも増えてきている。

目標値
（　年度）

野球キャンプの受け入れ（６件以上）

目　標

実施

実施
・サッカー場の管理棟新築設計

目　標

実　績

・具志頭運動公園陸上競技場の芝生用
肥料、寒冷地型芝生種子等の購入

目　標

実　績

芝刈機　グラウ
ンド用シート

実施

芝刈機　グラウンド用
シート

実施



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　サッカーキャンプ誘致のため、継続して芝生管理委託を行った結果、
年々土壌の硬さに変化が生じてきているが、キャンプ受入チームの要望
に沿った硬さ等でなかった為、整備対応が不十分であった。今後は良質
な芝生を維持する為、さらなる土質の分析検証を行う必要がある。
　野球キャンプについては、プロ仕様による施設の改修等が追いついて
いない状況である為、近隣市町村の施設構造も確認しながら次年度以
降に早急な施設の機能強化を図りたい。

　サッカー場の芝生環境は年々改善されてきているが、プロ仕様の芝生
環境に近づけるため、継続的に芝生管理委託を行うことが必要である。
また、キャンプチームの要望にも柔軟に対応できる管理体制を確立する
必要がある。
　野球場においてはプロ仕様による施設の機能強化を図る必要がある。

需用費 東洋グリーン㈱沖縄営業所

芝生用資材肥料購入

540千円 540千円

今後の取り組み方針

　サッカーキャンプにおいては引き続き良質な芝生の管理を行う為、専門業者への芝生管理委託にて施設環境を整える。また受入チームの要望にも対応
できる管理体制を確立し、知名度のより高いチームのキャンプ誘致に取り組めるように「サッカーキャンプ事業」との連携、受入体制を強化し、町への観光
誘客に繋げたい。
　野球キャンプにおいては、野球場施設をプロ仕様へ対応できるよう、施設の機能強化を図る為、長寿命化事業と組み合わせて施設改修等を行い、県外
からのキャンプ及び合宿等の受入れを時期を限定せずに年間を通して対応できるように町観光商工課とも連携して受け入れ体制を整えたい。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

15,120千円

24,332 24,332 19,465 4,867 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○

2,030千円 2,030千円

工事請負費 ㈲グローイングサービス
東風平サッカー場機能強化工

事
5,886千円 5,886千円

支出先の選定方法は妥当か。
○ 東風平サッカー場芝生管理委託は地方自治法施行令
第167条の2第1項第2号に基づき随意契約を行っており
適正である。
○ 国土交通省の歩掛、または複数業者見積を参考とし
て設計額を算出しており、予算　規模は適正であった。
－ 受益者負担なし。
○ 費目・使途については、事業目的達成の観点から必
要なものなのか等について、支出等に関する書類により
精査確認し、適正であった。

○

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

原材料費 東洋グリーン㈱沖縄営業所

八重瀬町 委託料 野原設計
東風平サッカー場管理棟改築

設計業務
24,332千円

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－

芝生用資材川砂購入

756千円 756千円

受益者との負担関係は妥当であるか。

○

委託料 東洋グリーン㈱沖縄営業所
東風平サッカー場芝生管理委

託
15,120千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

観光振興課（H31.4より観光商工
課）、スポーツ振興課

事業実施
（予定）年度

平成26～令和3年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-1-(1)

事業内容
本町でキャンプを行うチームとの事前受入調整を行いキャンプ受入時に必要なものを揃えることで、キャンプの誘致を行う。
また、チームの集客力を活かした誘客と来場者が町内周遊できる仕組みづくりを構築する。

市町村名 八重瀬町

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-⑦ 八重瀬町サッカーキャンプ事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-(2)-ア

国際的な沖縄観光ブランドの
確立

担当部課名

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 895 2,695 9,947 2,045 8,955

(b)予算現額 4,441 2,462 10,343 5,564 8,955

(c)増減額(b-a) 3,546 ▲ 233 396 3,519 0

A．計(b+d) 4,441 2,462 10,343 5,564 8,955

(d)繰越額 －

うち交付金充当額 2,308 1,479 8,045 3,747 524

B．執行済額 2,885 1,849 10,056 4,685 656

執行率（％）(B/A) 65.0% 75.1% 97.2% 84.2% 7.3%

次年度繰越額

予算の状況の説明

当初想定していたＪ1リーグ加盟チームのキャンプインがなくなったため、キャンプ直前で予算規模の大幅な変更を
要し、事前調整のための旅費、誘客プロモーション費、警備委託料、リース料等の8,299千円が不用額となった。ま
た、今年度は、新規6チームのサッカーキャンプ受け入れを行い、6チーム分の歓迎幕の作成や、会場までの誘導
看板の設置等、来場者が安全にキャンプを観覧できる体制を整備するための費用として委託料から需用費へ149
千円を流用した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

・Jリーグ加盟チーム受け入れ

目　標 3チーム 2チーム 2チーム 2チーム

実　績 3チーム 1チーム 1チーム 3チーム

2チーム

達
成
状
況
説
明

・キャンプ受け入れの内訳として、Ｊ１加盟チームが1チーム、Ｊ２加盟チームが2チームと、Ｊリーグ加盟チームを計３チー
ム受け入れた。また、海外チームを２チーム受け入れた。活動目標にはないが、日本女子サッカーリーグ１部チームを1
チーム、受け入れを行った。

1チーム

・海外プロサッカーチーム受け入れ

目　標 - 1チーム 1チーム

実　績 2チーム 1チーム

目標値
（　年度）

・キャンプ期間中来客数

目　標 8,000人以上 10,000人以上

10,000
人

以上

実　績

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H28年度 H29年度 H30年度

実　績 3チーム 2チーム 6チーム

6,266 6,634 2,613

目　標 3チーム以上 3チーム以上 3チーム以上

実　績 134.6万円 0

・キャンプ来客者が冊子を活用し町内で
消費した額370万円以上

目　標 - 250万円以上
370万円

以上

成果目標
（指標）

及び進捗状況

・Jリーグチーム2チーム以上・海外プロ
サッカーチーム1チーム以上の計3チー
ム以上のキャンプ受け入れ

進
捗
状
況
説
明

・目標とするチーム数を上回る6チームの受け入れを行ったが、当初想定していたＪ１リーグ加盟チームを誘致できなかったため、
目標としていた来客数に届かなかった。今年度はJ２リーグや女子チーム、海外チームを主とした受け入れを行った。
・キャンプ直前で受入するチームが決定したため、予定していた町内周遊冊子等の誘客企画を実施せず、実際に本町へキャンプ
インしたチームの事情に合わせて受入態勢を整えた。
・受入するチームとコラボした冊子を予定していたため、この成果目標の設定は適切でなかった。
・本町ＰＲとして、来場者に対して町観光ガイドブックの配布や同時期に開催される町イベントの周知、町内事業者によるテナント
出店等を行った。また、町内の小学生サッカークラブを対象としたサッカースクールの開催（2回）と、練習試合のエスコートキッズ
を行った。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

○プロサッカーの年間スケジュールの都合上、直前でキャンプ地が決定
するため、想定する受入チームが大幅に変更する場合がある。また、そ
の場合、周知期間が短くなるため、誘客企画を提案しにくい。
○キャンプ来場者については、受入チームと練習試合数によって大きく
増減するため、チームまたは試合数に合わせて受入態勢を整えることが
求められる。
○キャンプ期間中、チームによっては急きょ練習日程が変更したり、練習
試合が決定する場合があるため、柔軟な対応を要する。
○チームによっては、キャンプ期間中に様々な要望が挙がることが多い
ため、事前に対応可能な範囲を調整する必要がある。

○Ｊ１リーグ加盟チームがキャンプインする場合としない場合を想定し、
臨機応変に対応できる体制づくりを要する。
○キャンプ決定時期に合わせた効果的な周知方法を実施する。
○来場者数が多い練習試合については、安全に観覧できるよう受入態
勢を整え、受入チームの事情や試合数に合わせた成果目標（来場者数）
を設定する。
○練習日程の急な変更については、チームと密に連携し速やかに情報
を周知し、関係する団体、町内事業所、委託業者等が臨機応変に対応で
きるよう取り計らう。
○特に、海外チームについては文化の違いについて配慮する必要があ
るため、場合によっては覚書等を交わす等、チームと事前協議を行い、
互いの要求のすり合わせを行う必要がある。

656 656 524 132 0

今後の取り組み方針

上記の留意点・改善余地の検証を踏まえ、下記の取り組みを行う。
○早い時期で本町でのキャンプを決断していただくために、特定のチームに対して本町でのキャンプ定着を図り、毎年キャンプインするような関係性を築く
ことで、早めのキャンプ周知や誘客企画を実施する。
○それぞれチームによって事情や要望が異なるため、事前にしっかりと協議し、受入態勢を整える。
○引き続き、町内青少年との交流（サッカースクールやエスコートキッズ等）を依頼する。今後は、海外チームに対しても、町内青少年との交流が可能か
どうかを交渉し、町内子供たちの情操教育を図る。
○町内での経済波及を促すため、町内事業者の活用を検討する。
○今回初めて日本女子リーグ１部チームの受け入れを行った結果、Ｊリーグ加盟チームと同等の集客が見込めることが分かったため、今後は日本女子
リーグを視野に入れたキャンプ誘致を検討する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○警備委託料については、地方自治法施行令167条の2
第1項第1号及び八重瀬町財務規則第120条第1項第6号
に基づき、随意契約を交わした。
○予算規模について、想定していたチームがキャンプイ
ンしないことが直前で分かったため、不用額が多くなっ
た。今後も同事情の起こる可能性があるため予算規模に
ついて見直しを要する。
○費用・使途は精算時に検査しており、妥当であると判
断した。

△ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

八重瀬町

６５６千円

需用費

３２５千円

使用料

１３９千円

委託費

１９２千円

消耗品費

（告知横幕等）

キャンプ時の臨時警備委

託

琉球警備保障（株）

１９２千円

トップレンタル １０５千円

那覇鋼材 １３千円

レントオール ２１千円

仮設トイレ
バリケード
テント重り・横幕



( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( )
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まちづくり課
事業実施

（予定）年度
平成27～令和3年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲｰ1ｰ1

事業内容
　本町の観光を推進する拠点機能としての観光インフォメーション施設、特産品等の販売施設、体験型・交流観光推進施設等の観光振興
機能の導入を図るとともに、沖縄本島南部観光における中継地点として利用されるよう、観光拠点施設・屋外トイレ・屋外広場・駐車場な
どを整備する。

市町村名 八重瀬町

平成30年度　沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

２－⑧ 八重瀬町観光拠点施設整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-(2) －(エ）

観光客受入体制の整備

担当部課名

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　■後年度（33年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　27年度 28年度 28年度（繰越） 29年度 30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 6,300 747,431 3,956

(b)予算現額 32,277 747,431 1,398

(c)増減額(b-a) 25,977 0 ▲ 2,558

A．計(b+d) 32,277 747,431 119,660 1,398

(d)繰越額 － 119,660 －

うち交付金充当額 25,563 455,683 87,942 1,118

B．執行済額 32,223 627,771 112,904 1,398

執行率（％）(B/A) 99.8% 84.0% 94.4% 100.0%

次年度繰越額 0 119,660 0 0

予算の状況の説明 事業対象区域外である民間事業者との協議により、整備箇所の変更（減少）に伴い予算減額が生じた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H３０活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

小型自動車駐車場整備　11台

目　標

基本設計の策
定

建築設計の策
定

造成設計の策
定

観光拠点施設
本体・屋外トイ
レ・屋外広場・
駐車場の建設

小型自動車
駐車場
11台

実　績
基本設計の策定
建築設計の策定
造成設計の策定

観光拠点施設本
体・屋外トイレ・屋
外広場・駐車場
（小型：72台　大
型：6台）　　　　の

完成

小型自動車
駐車場
11台

達
成
状
況
説
明

　小型自動車駐車場11台を整備し、目標どおりの達成となった。

)

実績 (

観光拠点
施設本

体・屋外ト
イレ・屋外
広場・駐
車場の完

成

)

観光拠点
施設本

体・屋外ト
イレ・屋外
広場・駐
車場の完

成

) ( ) (目　標 ( ) (

( ) (

小型自動
車駐車場
（11台）に
より増加
した施設
利用者

12，700人

【H33年度成果目標】
施設来場者数

目　標
300,000人以上

実績

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（  年度）
28年度 29年度 30年度

目標値
（33年度）

小型自動
車駐車場
（11台）に
より増加し
た施設利

用者
165,000人

以上

) (

)

小型自動車駐車場整備（11台）により増
加した施設利用者数165,000人以上

進
捗
状
況
説
明

・当初は、７月末までに整備を完了する予定であったが、民間事業者の建設する商業施設の建設が遅れたことにより、同施設の
整備も影響を受け、完成が12月になったため、予定していた供用期間（5ヶ月）より短いは3ヶ月となった。



2,762 1,398 1,118 280 1,364

今後の取り組み方針

・駐車場が不足する状況・要因の把握により、駐車場増設の是非について関係機関と協議及び検討を進めていく。
・電気自動車の充電施設については、電気自動車の施設入域状況・要因の把握により、近隣観光施設等における利用実態の調査を行い、導入の是非、
時期等について検討を進めていく。
・コミュニティFM事業については、施設管理者等とFM導入がもたらす効果・問題について協議を行い整備の是非、時期について協議及び検討を進めてい
く。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・小型駐車場整備予定台数11台に対して目標どおり11台を整備する事
ができた。しかし、完成予定を7月末としていたが、民間事業者の建設す
る商業施設の建設が遅れたため、12月完成となった。

・イベント開催時には,滞在時間がながくなり、駐車場が不足する場合が
ある。
・電気自動車の充電施設、コミュニティFM開設に向け検討を進める必要
がある。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○工事の業者選定は指名競争入札により実施しており、
妥当であったと考えている。
○当初予算から2,558千円の減額となったが、理由は事
業対象区域外の民間事業者との協議により整備箇所が
減少したものであり適正な規模であったと考えている。
○費目・使途については精算時に検査を行っており、目
的に即し、必要なものであったと判断した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

八重瀬町

１，３９８千円

工事請負費

１，３９８千円

(有)平良建設
１，３９８千円 観光拠点施設外構工事（6工区）



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

観光振興課（H31.4より観光商工課）
事業実施

（予定）年度
平成27～30年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-(1)

事業内容 観光誘客を図るため、観光体験プログラムの作成や町内の観光客の受入体制を整備する。

市町村名 八重瀬町

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

3-① 八重瀬町観光ブランド魅力創出事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-(9)-イ

県産品の販路拡大と地域ブラ
ンドの形成

担当部課名

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 19,684 19,440 19,438 19,440 10,800

(b)予算現額 16,495 19,440 19,440 19,440 10,800

(c)増減額(b-a) ▲ 3,189 0 2 0 0

A．計(b+d) 16,495 19,440 19,440 19,440 10,800

(d)繰越額 －

うち交付金充当額 11,514 15,493 14,933 15,550 8,588

B．執行済額 14,393 19,367 18,667 19,438 10,735

執行率（％）(B/A) 87.3% 99.6% 96.0% 100.0% 99.4%

次年度繰越額 0

予算の状況の説明 概ね予定どおり執行できた。不要額６５千円については委託業務の入札残によるものである。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

体験観光ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの作成　3個
（うち1個は自転車を活用）

目　標 3個 3個 3個 3個

実　績 2個 5個 4個 8個

1回

教育機関・学生団体と連携した人材育
成・強化プログラムの実施と検証　２回

目　標 - - 2回 2回

実　績 - -

体験観光ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに提供者間での意見交
換会の実施　１回

目　標 - - 1回 1回

実　績 - - 1回

2回 5回

観光意識向上プログラムの実施と検証
２回

目　標 1回 1回 1回 2回

実　績 2回

体験観光ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ参加した観光客数
目　標 - - 159名以上

1回 1回 2回

達
成
状
況
説
明

・自転車を活用したプログラムを含む、地域の特性を活かした新規の体験観光プログラムを8個作成し、それぞれモニタリングと検
証を行った。また、モニタリング実施に際して、SNSやWEBサイト、フライヤーを利用した集客や魅力を伝える情報発信を行った。
・体験観光プログラム提供者だけでなく、行政や町内観光事業所が参加する意見交換会にて、本町の観光産業や本事業の在り
方を議論した。
・琉球大学観光科学科と連携し、各体験プログラムの検証や、八重瀬町の体験プログラムを紹介するイベントを企画・運営し、地
域住民を含めた町内外への観光に対する意識向上を図った。

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H28年度

実　績 68名 74名

H29年度 H30年度
目標値

（　年度）

実　績 - - 0

人材育成・強化プログラムへの参加者へのア
ンケートで、観光客へのおもてなしの心が向
上したか（80％以上）を含め、当該事業のあり
方を検証する。

目　標 - - - 80%以上

6,200名 3,700名 545名

【参考指標】
観光意識向上プログラムにおける来客数
（H28～H29：体験観光の実証イベント　来客数）

目　標 - 500名 500名 -

進
捗
状
況
説
明

・体験観光プログラムの参加者数は合計115名で、そのうち、観光客（町外からの参加者）は74人であった。また、各プログラムに
参加した方へのアンケートで「満足した」、「どちらかといえば満足」と回答した方の割合は約87％であった。
・人材育成・強化プログラムについて、本来は町内観光事業者に対して「おもてなしの心が向上したか」を検証するべきであった
が、町内観光事業者の参加がなかったため、目標を達成できなかった。
・観光意識向上プログラムについては、本来は町内観光事業者に対して「観光への不安が解消されたか」を検証するべきであった
が、町内観光事業者の参加がなかったため、目標を達成できなかった。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

実　績 - - 0

観光意識向上プログラム等への参加者への
アンケートで、観光への不安が解消されたか
（80％以上）を含め、当該事業のあり方を検証
する。

目　標 - - - 80%以上

実　績



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

今後の取り組み方針

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

10,735 10,735 8,588 2,147 0

・各体験プログラムのモニタリングの検証結果をもとに抽出された課題に
ついて解決策を考案し、商品化するためのブラッシュアップを要する。
・今年度、作成したプログラムの内、既に販売を行っているものもあり、モ
ニタリングでは現れなかった課題が浮かび上がる可能性がある。
・プログラムによっては天候に左右されるものもあるため、雨天時などの
代替プログラムを提案する必要がある。
・町内へ広く波及効果をもたせるため、複数の町内の事業者や地域団体
が連携したプログラムを作成した。そのため、プログラムを継続して提供
するために、関係者間の調整を行うコーディネーターの存在が必要とな
る。
・元々、町内における観光事業者の数が少なく、人材育成、観光意識向
上プログラムへの参加事業者数が限られる中で、観光事業者のみを対
象としたプログラムが本町の実情にそぐわなかった。

・作成した体験プログラムを継続して販売するために、町内事業者・団体
間の調整や商品販売できるコーディネーターの育成や企画運営・プロ
モーションを効率よく行える体制の強化を要する。
・販売力の乏しいプログラムについては、プログラム内容や販売ターゲッ
ト、プロモーション方法等の見直しを要する。
・本町では、県外修学旅行生や訪日教育旅行の民泊またはホームビジッ
トを推進していることから、これらと組み合わせたプログラムを提案する
など、販売先の新規開拓を検討していく必要がある。
・観光事業者の少ない実情を鑑みて、まずは町内幅広く観光意識向上を
図り、観光産業に携わる人材や団体の育成と並行して観光客の受入体
制について検証を行うなど、現状に合わせてプログラムの対象を設定す
る必要がある。

・H27～30年度で、計19個の体験観光プログラムの作成とモニタリングを行い、商品化に向けて検証を行ってきた。プログラムの作成を通して、多くの地域
資源の調査や活用、町内事業者間の連携を行うことができたため、新規プログラムの作成は一区切りとして、今後は、作成したプログラムのブラッシュ
アップを行い、八重瀬町の体験観光メニューの充実に努める。ただし、プログラムによっては、内容を見直す必要があったり、販売力が乏しかったりするた
め、各々の課題に対する解決策や軽減策、販売方法等について関係事業者・団体と協議していく。
・本町の観光拠点施設である「南の駅やえせ」と連携し、効率良いプロモーションや商品提供に取り組んでいく。
・作成したプログラムについて、本町が推進する民泊またはホームビジット等の宿泊・滞在事業との組み合わせを提案し、旅行者の滞在時間延長や体験
メニューの充実を図る。
・町内教育機関や地域団体等の町民を対象とした観光への関心、興味を高めるプログラムの提供等を通して、本町で観光産業に携わる人材や観光情報
を発信できる人材の育成を積極的に行っていく。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○支出先の選定方法については、地方自治法施行令第176
条の2第1項第2号に基づき、企画提案方式により選定した
事業者候補と契約を締結しており妥当であると考える。
○予算規模については、業者見積もり等で決定しており、適
正であった。
○費目・使途については、事業目的達成の観点から必要な
ものなのか等について額の確定時において支出等に関する
書類により確認し、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

八重瀬町

10,735千円
委託料

10,735千円
（株）インタープラン沖縄

10,735千円

・体験プログラムの作成 （8個）
・学生団体との連携 （琉球大学）
・観光意識向上イベント開催 （来客数545名）
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観光振興課　※H31.4より観光商工課
事業実施

（予定）年度
平成24～令和3年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1

事業内容 町内にある既存の町産品について、町外・県外への販路拡大を図るため、商談会の実施等を行う。

市町村名 八重瀬町

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

3-② 八重瀬ブランド販路構築支援事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-（9）-イ

県産品の販路拡大と地域ブラ
ンドの形成

担当部課名

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 9,912 9,956 10,800 10,768 10,545

(b)予算現額 9,912 9,956 10,800 10,768 9,795

(c)増減額(b-a) 0 0 0 0 ▲ 750

A．計(b+d) 9,912 9,956 10,800 10,768 9,795

(d)繰越額 － － － －

うち交付金充当額 7,929 7,816 8,614 8,600 6,887

B．執行済額 9,912 9,770 10,768 10,751 8,609

執行率（％）(B/A) 100.0% 98.1% 99.7% 99.8% 87.9%

次年度繰越額 0 0 0 0 0

予算の状況の説明
当初実施を予定していた「八重瀬町『旬』イベント」について、実施体制・開催時期の調整が整わず、今年度の開催
を見送ったため、3月補正において当該予算750千円を減額した。
不用額185千円については委託業務の入札残によるものである。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

町外よりバイヤーを招聘し、町内事業者
を対象とした商談会の実施

目　標 2回

実　績 2回

ニーズ調査・ＰＲを目的としたテストマー
ケティング、イベントの開催

目　標 3回 3回

実　績 4回 2回

県外商談会、物産・観光展への出展支援

目　標 3回

実　績 3回

達
成
状
況
説
明

○11月・2月の2回、八重瀬町観光拠点施設「南の駅やえせ」において、県内・県外バイヤーを招聘し町内事業者を対象とした商談
会を実施。
○2月～3月にかけて、町内事業者（3社）を対象として県外商談支援を実施（各1回）。
○町産品のニーズ調査・ＰＲを目的として、3月に「沖縄宝島イオン南風原店」並びに「八重瀬町観光拠点施設（南の駅やえせ）」に
おいてテストマーケティングを実施するとともに、来場者に対し八重瀬町・八重瀬町産品に関するアンケートを実施した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H30年度 R1年度 R2年度

目標値
（　年度）

商談が新規成立した事業者数
目　標 2社以上

実　績 2件

【参考指標】
目　標

進
捗
状
況
説
明

○11月・2月の2回開催したバイヤー招聘による商談会には、2回合計で延べ18事業者が参加。各事業者は自社製品についてバ
イヤーからのアドバイス等を受けつつ、実際に商品の商談・交渉を行った。　※年度内に2社（3件）の新規商談成立。また2社（2
件）についてはH31.3末時点で商談交渉継続中。
○2月～3月にかけて、町内事業者3社に対し県外商談支援を実施。　※H31.3末時点で新規の商談成立はないが、10社と商談交
渉継続中。

実　績



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

（商談が新規成立した事業者数）
・バイヤー招聘による商談会において、複数回の実施により町内事業者
がバイヤーからの助言・アドバイス等を元に自社のPRや自社製品につい
て改善・磨き上げを行う機会が得られ、結果として商談の成立に繋がった
事が目標達成の要因と考えられる。
・県外商談支援については、実施時期が事業期間末となったため期間内
の商談成立に至らなかったものと考えられる。
（その他）
・参加した町内事業者に対するヒアリングからは「自社の生産力・事業規
模に見合った新規販路の開拓・構築」「人材・人手不足に対するフォ
ロー」を求める意見が多く挙がっていた。

・商談会の実施については、より多くの町内事業者の参加を促すよう、事
業者の実情に見合ったバイヤーの選定を行うとともに、実施回数の増加
も検討する。
・県外商談支援については、実施時期を調整し、事業期間内の商談成立
を目指す。なお、町内事業者からは県内（町外）への商談支援を要望す
る声が上がっており、支援対象についても検討を行う。
・情報発信において、今回は八重瀬ブランドのうち「八重瀬カラフルベジタ
ブル」を主に活用して行ったが、今後は「八重瀬の旬」など、他の八重瀬
ブランドも含め一体となった情報発信を行う必要がある。

8,609 8,609 6,887 1,722 0

今後の取り組み方針

・本年度事業において商談成立及び交渉継続中の事業者に対するフォローを行い、更なる販路の拡大を支援する。
・引き続き、商談会の実施並びに商談支援の実施を通じた町内事業者の販路拡大を図る。
・八重瀬ブランドについて、事業者による発信をより推進していくよう、町並びに関係団体による後押しを行う。
・販路以外で町内事業者が抱える課題（事業規模の拡大、人材・人手不足等）については、国・県による施策の活用を事業者へ促すとともに、町独自の施
策によりフォローが可能か検討する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○支出先の選定方法については、地方自治法施行令第
176条の2第1項第2号に基づき、企画提案方式により事
業者を公募したところ1社の応募があり、書面審査・プレ
ゼンテーションによる選定を経て当該事業者と契約を締
結しており妥当であると考える。
○予算規模については、業者見積もり等で決定しており、
適正であった。
○費目・使途については、事業目的達成の観点から必要
なものなのか等について額の確定時において支出等に
関する書類により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

八重瀬町

8,609千円
委託料

8,609千円
株式会社アール・ピー・アイ

8,609千円

・販路構築ワークショップの開催
・参画事業者-県内外バイヤー間のマッチング支
援
・県内アンテナショップ、八重瀬町観光拠点施設
におけるテストマーケティング及びアンケートの実
施
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観光振興課（※H31.4より観光商工
課）

事業実施
（予定）年度

平成26～令和3年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-1-（1）

事業内容 町内への観光誘客のため、観光プロモーションを実施する。

市町村名 八重瀬町

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

3-③ 八重瀬町観光プロモーション事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（２）－イ

市場特性に対応した誘客活動
の展開

担当部課名

(a)当初予算額 9,821 9,410 11,999 10,111 5,031

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

(c)増減額(b-a) 0 4,609 ▲ 723 0 177

(b)予算現額 9,821 14,019 11,276 10,111 5,208

A．計(b+d) 9,821 14,019 11,276 10,111 5,208

(d)繰越額

うち交付金充当額 5,339 11,215 9,020 6,888 3,912

B．執行済額 6,674 14,019 11,276 8,610 4,891

執行率（％）(B/A) 68.0% 100.0% 100.0% 85.2% 93.9%

次年度繰越額 0

予算の状況の説明
不用額については、南の駅やえせ民俗芸能公演にかかる出演団体数の減（15団体→12団体）により、150千円が
不用額となり、残りの不用額は消耗品等の数量減によるもので事業内容の予算規模は適正である。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

観光プロモーションの実施

目　標 3回 2回 3回 3回

実　績 2回 2回 6回 13回

2人

達
成
状
況
説
明

　観光プロモーション支援員を2人配置し、やえせのシーちゃんを活用した効果的なプロモーションを展開し、多種多様な
観光プロモーション企画を提案し、運営管理を13回行った。
　より多くの観光客等に八重瀬町の情報を発信するためにSNSによる活用を中心に1年間で233回行い、フォロワー数等
も増加傾向にある。

2人

基準値
（　年度）

29年度 30年度 31.年度

プロモーション支援員の配置

目　標 2人 2人 2人

実　績 2人 2人 2人

約210,000人 約263,000人

進
捗
状
況
説
明

観光プロモーション支援員の配置により、やえせのシーちゃんによるイベント活動や企画提案したプロモーション活動及び八重瀬
町の地域資源である民俗芸能公演等により、観光拠点施設「南の駅やえせ」の来場者数は前年度より、年間約53,000人もの来場
者数の増加があり、八重瀬町の認知度は向上しているとみられる。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

目標値
（　　年度）

主要観光施設の入込観光客数
210,000人以上

目　標 210,000人 210,000人

実　績

H30成果目標（指標）

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

○観光拠点施設である「南の駅やえせ」の来場者数が年々増加し、イベ
ント等を実施するためには駐車場数が不足している。

○近年増加傾向にある外国人旅行者の満足度を向上させるためにも観
光案内を行うための案内板等の充実を図る必要がある。

○南の駅やえせにおけるイベント実施時の駐車場不足については、近隣
公共施設や民間事業所等の駐車場や敷地を借用し、駐車場の確保に努
める。
○国内外からの旅行者が本町を訪れた際の利便性を向上させるため、
特に、町観光拠点施設「南の駅やえせ」周辺地域における多言語対応の
観光サイン等を整備する必要がある。
○八重瀬観光ブランドの構築が一過性のものにならないように、継続し
た観光プロモーションが必要とされるため、引き続き観光プロモーション
支援員の質の向上と観光プログラムの充実を図る。
○八重瀬町の魅力を町外へ発信していくためにも、町内における観光資
源の認知度を向上させるため、町民への普及活動を行う。

今後の取り組み方針

4,891 4,891 3,912 979 0

民俗芸能やイメージキャラクターを効果的に八重瀬町の観光ＰＲに活用し、八重瀬町の観光ブランドを構築するために継続して以下の事業を行う。
　１、南の駅やえせを拠点に町内を周遊、体験滞在する仕組みづくりを行う。
　２、八重瀬町の資源を活用するためプロモーション支援員においてＳＮＳ等を活用した一貫性のある観光の企画運営を積極的に行う。
　　　また、その魅力を町民へ普及するための企画運営を行う。
　３、八重瀬町の魅力ある民俗芸能を活かすため、地域の協力を得ながら積極的に観光イベント等に出演し、八重瀬町の観光ＰＲを行う。
　４、外国人観光者を増加させるため、インバウンド向けの観光サイン等の充実を図り効果的なＰＲを企画し観光振興を行う。
　５、その他、観光ブランド構築にあたり必要な施策を協議し、関係機関と連携して実施を行う。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

需用費 28,969 円

報酬
プロモーション支援員　2名 観光プロモーション支援員報酬

3,612 千円

需用費
消耗品費及び印刷製本費等

164 千円

役務費
手数料及び郵送代

21 千円

629 千円

八重瀬町民俗技能連絡協議会
南の駅やえせ公演報償費

600,000 円

受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○八重瀬町財務規則に基づき予算執行いているため妥
当であったと考える。
○不用額については、南の駅やえせ民俗芸能公演にか
かる出演団体の公演者団体数の減（15団体→12団体）と
消耗品等の数量減によるもので事業内容の予算規模は
適正である。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要
なものなのか等について精査し執行しており適正である。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

-

八重瀬町

4,891 千円

共済費
プロモーション支援員共済費　2名

観光プロモーション支援員共済
費465 千円

やえせ結ﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ景品代
報償費



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

地場産業（農作物、畜産、水産等）等のＰＲを図るため、地場産業を活用したイベント「八重瀬町地産地消まつり」を開催した。広い
会場への変更とまつり会場の近くに駐車場を多く借りることができた為、まつりに約9,300人(1回目：5,235人、2回目：4,022人)が訪
れた。また天候にも恵まれ、昨年度の来場者を大幅に増加することができた。まつりに訪れた方は町内だけでなく、町外の方も見
られた。八重瀬町の魅力ある彩り鮮やかな地場産物を効果的に発信することで、本町の農林水産業の活性化に繋がった。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

目標値
（　年度）

来場者数　4,206人以上

目　標 2,000

実　績 3,689 6,642 9,257

2,500 （4,206人以上）

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H28年度 H29年度 H30年度

農作物のＰＲ

目　標
PR支援
（２箇所）

PR支援
（２箇所）

PR支援
（２箇所）

実　績
PR実施
（２箇所）

PR支援
（２箇所）

PR支援
（２箇所）

予算の状況の説明 予算は、事業内容に即した適正額であったため、事業計画どおりの執行となっている。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

地産地消フェア開催支援（２箇所）

目　標
開催支援
（２箇所）

開催支援
（２箇所）

開催支援
（２箇所）

開催支援
（２箇所）

実　績
支援実施
（２箇所）

支援実施
（２箇所）

支援実施
（２箇所）

支援実施
（２箇所）

PR支援
（２箇所）

達
成
状
況
説
明

イベント開催を支援することで、会場整備及びイベント開催（伝統芸能、黒糖作り等）、チラシ作成等を行うことで、まつり
の内容を充実し、このイベントを通じて展示販売を実施することにで本町の農作物等の周知が図られた。

PR支援
（２箇所）

執行率（％）(B/A) 99.9% 99.8% 100.0% 100.0% 100.0%

次年度繰越額

うち交付金充当額 3,196 3,912 3,199 3,199 3,199

B．執行済額 3,996 3,990 3,999 3,999 3,999

(c)増減額(b-a) 0 0 0 0 0

A．計(b+d) 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

(d)繰越額 － － － － －

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

(b)予算現額 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

農林水産課
事業実施

（予定）年度
平成26～30年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-（6）

事業内容
本町にて拠点産地に指定されている農作物等や畜産物・水産物及びそれらを使用した加工品等について、イベント開催を通じて地場産
業の情報発信や展示販売等を実施し、町産品のPRを行う。

市町村名 八重瀬町

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

4-① 八重瀬町地産地消フェア事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-（7）-イ

流通・販売・加工対策の強化

担当部課名



交付金
充当額

市町村
負担金

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○実行委員の構成は地域団体関係者の委員会であり妥
当である。
○予算の規模は、事業内容に即した適正額であったた
め、事業計画通りの執行となっている。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要
なものなのか等について精査し執行しており適正である。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

○広い駐車場が近くにある場所に開催場所を変更したことにより予想を
大幅に超える来場者が訪れた。
○まつりに関するアンケートを実施し,738人からまつりの参加目的や八
重瀬町の特産品に関して等の回答が得られた。また自由意見として駐車
場の改善等の意見が得られた。
 
 
 
 
 

○駐車場に不足が生じたため、周辺との調整を行い臨時駐車場を確保
する必要がある。
○アンケートにも駐車場の場所がわかりにくい等の意見があったため駐
車場をわかりやすくするように検討する。

 
 
 

3,999 3,999 3,199 800

今後の取り組み方針

○来場者数を増加するためには駐車場の確保が必要不可欠のため周辺との調整を行い臨時駐車場を設けるように努める。
○駐車場の場所をわかりやすくするために立て看板の設置や人員等を配置し、まつりに来場しやすいように努める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

八重瀬町

3,999千円
補助金

3,999千円
八重瀬町地産地消まつり実行委員会

3,999千円

（補助内容）

会場設営費（テント、ステージ等）

広報費（チラシ、横断幕等）

交通整理費、イベント費（舞台出演者等）



( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

実　績 0件
成果目標
（指標）

及び進捗状況
進
捗
状
況
説
明

農薬取締法により登録・使用の異なる作物の圃場が混在する地区、又は、住宅街の近接する圃場等において農薬飛散防止ネッ
トを整備し被害軽減に取組み、生産性の向上を図る事ができた。

目標値
（R3年度）

農薬飛散防止ネット整備箇所における、
農薬飛散による苦情件数 0件

目　標

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H30年度 R元年度 R2年度

0件

予算の状況の説明
台風24号・25号被害による収入減により個人負担金が確保できないため、事業断念に伴う事業量減が生じたこと
から不用額942千円が発生した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

農薬飛散防止ネットの整備の実施

目　標
農薬飛散防止
ネットの整備

実　績 〃

達
成
状
況
説
明

農薬飛散防止ネット3戸数：面積380ｍの設置完了。

執行率（％）(B/A) 57.6%

次年度繰越額

うち交付金充当額 1,024

B．執行済額 1,280

(c)増減額(b-a) ▲ 21,377

A．計(b+d) 2,222

(d)繰越額

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 23,599

(b)予算現額 2,222

農林水産課
事業実施

（予定）年度
平成29～令和2年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－Ⅰ－（6）

事業内容 町内にある農作物の生産性の向上を図るため、農薬飛散防止ネットの整備を支援する。

市町村名 八重瀬町

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

4－② 農薬飛散防止ネット整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章－3－（７）－ウ

農林水産物の安全、安心の確
立

担当部課名



受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○町の補助金関係の例規・要綱に従い選定されており妥
当である。
○予算の規模は、事業内容に即した適正額であったが、
今回のように台風災害にみまわれると執行が出来ない状
況が出てくる。
○他の事業の負担割合から判断しても妥当であった。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要
なものなのか等について精査し執行しており適正である。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○

八重瀬町
1,280千円

補助金
1,280千円

JAおきなわ
1,280千円

農薬飛散防止ネット完備

1,728 1,280 1,024 256 500

今後の取り組み方針

・農薬飛散防止ネットについては、圃場地域及び生活道路に面した圃場地域を巡回し、未整備圃場については農家へ啓蒙し、事業参加への促進を行い、
今後も継続して農薬飛散防止ネットの整備支援を行い、町内にある農作物の生産性向上を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・農薬取締法により登録・使用の異なる作物の圃場が混在する地区、又
は住宅街の近接する圃場等において農薬飛散防止ネットを整備し被害
軽減に取組み、生産性向上に取組む必要がある。
・台風被害による収入減により個人負担金が確保出来ず事業断念が生
じた。

・農薬飛散防止ネットを整備し、被害軽減及び生産性向上を図るべく、引
き続き生産農家へ普及活動を行っていく。
・今後は、生産農家と連携を密にし、事業の実施時期について調整をし
ていきたい。



( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

成果目標
（指標）

及び進捗状況
進
捗
状
況
説
明

平成２８年度は子牛の価格差の割合が１０４％、平成２９年度は１１２％、平成３０年度は１０５％であった。成果目標の１１２％以
上に対して、７％足りなかった。

目標値
（　年度）

導入した優良母牛から生まれた子牛とそ
うでない子牛との価格差の割合

目　標 112%

実　績 104% 112% 105%

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H28年度 H29年度 H30年度

予算の状況の説明
予算は八重瀬町和牛組合への補助金である。
不用額175千円はセリにて雌牛を導入した際の残額である。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

優良母牛導入頭数：３０頭

目　標 30頭 30頭 30頭 30頭

実　績 32頭 32頭 32頭 31頭

達
成
状
況
説
明

平成３０年度に３０頭導入の活動目標に対して、県内外のセリ市場から３１頭の優良母牛を導入したので目標を達成で
きた。

執行率（％）(B/A) 99.2% 96.7% 97.8% 98.2% 98.5%

次年度繰越額 0

うち交付金充当額 9,521 9,278 9,387 9,429 9,460

B．執行済額 11,902 11,598 11,734 11,787 11,825

(c)増減額(b-a) 0 0 0 0 0

A．計(b+d) 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000

(d)繰越額 － － － －

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000

(b)予算現額 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000

農林水産課
事業実施

（予定）年度
平成26～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－Ⅰ－（６）

事業内容 農家の経営安定化、質の高い食用牛の改良を進めるため、優良母牛導入に向けて支援を行う。

市町村名 八重瀬町

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

４－③ 八重瀬町和牛改良支援事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（７）－ウ

農林水産物の安全、安心の確
立

担当部課名



資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○町の補助金関係の例規・要綱に従い選定されており妥当であ
る。
○不用額は事業費の５％以内であり、適正な規模であった。
○受益者には上限を超えた部分に関しては負担があり、他の事
業の負担割合から判断しても妥当であった。
○費目・使途については、事業目的達成の観点から必要なもの
なのか等について、支出等に関する書類により精査確認し適正
であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

11,825 11,825 9,460 2,365 0

今後の取り組み方針

　導入した雌牛の生産報告の取り組みによって、受胎率が低い雌牛については農家に対して定期的に獣医師による受診を促し受胎率の向上を目指す。
また、引き続き県内外のセリ市場から優良母牛を導入するとともに関係機関と連携して農家に適切な飼養管理の指導を行う。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　毎年、導入した雌牛の受精状況や生まれた子牛のその後の状況を正
確に把握し、事業成果の検証が行えるようにデータの収集や蓄積を進め
る必要がある。

　導入した牛から生まれた子牛の生産報告によって生産状況を把握する
ことで、受胎率が低い雌牛を確認でき、関係機関と連携して、農家に適
切な飼養管理を指導する必要がある。

八重瀬町
11,825千円

補助金
11,825千円

八重瀬町
和牛組合

11,825千円
委託料

11,825千円

沖縄県農業
協同組合

11,825千円

雌牛導入委託業務



( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

実　績 3.93% 3.87%

成果目標
（指標）

及び進捗状況
乳質（脂肪率）：4.12％以上

目　標 3.95% 4.12%以上

進
捗
状
況
説
明

平成３０年度については生産乳量の目標に対し、実績は4,379,475ｋｇであった。乳質（脂肪率）は目標に0.25％届かなかった。
夏の猛暑の影響により、牛がストレス等を受けていたと推察される。

目標値
（　年度）

生産乳量：3,947,000ｋｇ以上

目　標 3,542,000kg 394,700kg

実　績 3,872,799kg 4,379,475kg

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H29年度 H30年度 H31年度

予算の状況の説明 予算は沖縄県酪農農業協同組合への委託費用である。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

優良乳用牛の導入

目　標 30頭 30頭

実　績 30頭 30頭

達
成
状
況
説
明

前年度に引き続き、平成３０年度も３０頭導入の目標に対して実績で３０頭導入できたので活動目標を達成できた。

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0%

次年度繰越額

うち交付金充当額 9,600 9,600

B．執行済額 12,000 12,000

(c)増減額(b-a) 0 0

A．計(b+d) 12,000 12,000

(d)繰越額 － －

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 12,000 12,000

(b)予算現額 12,000 12,000

農林水産課
事業実施

（予定）年度
平成29～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－Ⅰ－（６）

事業内容 農家の経営安定化、乳用牛の改良強化を図るため、農家に対して優良乳用牛導入の支援を行う。

市町村名 八重瀬町

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

４－④ 乳用牛改良支援事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（７）－ア

おきなわブランドの確立と生産
供給体制の整備

担当部課名



資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○支出先の選定は、地方自治法及び本町の財務規則等に従っ
て選定されており妥当である。
○予算の規模は、事業内容に即した適正額であった。
○受益者には上限を超えた部分に関しては負担があり、他の事
業の負担割合から判断しても妥当であった。
○費目、使途については、事業目的達成の観点から必要なもの
なのか等について、支出等に関する書類により精査確認し適正
であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

12,000 12,000 9,600 2,400

今後の取り組み方針

　暑さ対策として扇風機や換気扇により牛舎の環境を適正に保ち、牛体に直接日光が当たらないようにすだれを活用するなどの対策を関係機関と連携し
て農家の指導につなげていく。引き続き、事業の成果検証を行えるデータの収集と蓄積に取り組む。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　乳牛は暑さに弱く、これまでに農家から収集したデータからも夏は乳量
や乳質に影響が出やすいことがわかった。
また、牛の繁殖能力にも影響があるので夏場には乳牛が過ごしやすい
環境づくりが必要である。

　乳牛は暑さで乳量が落ち込むと回復するのが長引くこともあるので、暑
さ対策も含めて衛生管理等を徹底するよう関係機関と連携しながら農家
を指導していきたい。

八重瀬町
12,000千円

委託料
12,000千円

沖縄県酪農
農業協同組合

12,000千円

乳用牛導入委託業
務



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

実　績 82%

成果目標
（指標）

及び進捗状況

派遣された児童生徒の保護者へのアン
ケートで、児童生徒が広い視野を持てた
か（80％以上）を含め、当該事業のあり方
について検証する。

目　標 80%以上

進
捗
状
況
説
明

　バドミントンクリニックにおいては、町内中学生を対象に車椅子日本代表選手による講演会を開催。実業団女子監督によるクリ
ニックを開催し、計35名がクリニックを受講した。当日は午前中に車いす日本代表選手より実際の経験に基づく講演会を拝聴した
後体育館へ移動しデモンストレーションを見せて頂いた。午後は体育館に移動し実業団監督及びサポートメンバーによる直接指
導を受講した。
　卓球クリニックにおいては、町内中学生を対象に2月23日に県内プロ球団選手によるクリニックを開催し、計36名が受講した。体
育館にて現役選手のデモンストレーションを見せて頂いた後プロ選手による直接指導を受講した。

目標値
（　年度）

スポーツ教室へ参加した児童生徒の保
護者へのアンケートで、児童生徒のス
ポーツへの意識が更に高まったか（80％
以上）を含め、当該事業のあり方につい
て検証する。

目　標 80%以上

実　績 95%

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H28年度 H29年度 H30年度

児童生徒の県外派遣費の助成

目　標 助成実施 助成実施 助成実施

実　績 助成実施 助成実施 助成実施

予算の状況の説明
スポーツレベルアップ事業委託料（バドミントンクリニック、卓球クリニック）が参加人数増加に伴う講師サポート要
員増員のため予算現額の増となった。予算残の原因は児童生徒県外派遣費の減によるものである。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

バドミントンクリニックの開催

卓球クリニックの開催

目　標 開催

実　績 開催

助成実施

達
成
状
況
説
明

トップアスリートによるクリニックについては、車椅子バドミントン日本代表選手及び、実業団（日本ユニシス株式会社）女子チーム
監督によるバドミントンクリニックを開催。県内唯一の卓球プロチーム琉球アスティーダ選手による卓球クリニックを開催した。児童
生徒の県外派遣費の支援は69件を行った。

助成実施

執行率（％）(B/A) 93.8% 73.3% 98.6% 96.1%

次年度繰越額 0 0 0 0

うち交付金充当額 3,868 3,143 3,492 3,960

B．執行済額 4,835 3,929 4,365 4,950

(c)増減額(b-a) 1,679 2,283 1,000 272

A．計(b+d) 5,153 5,358 4,427 5,150

(d)繰越額 － － － －

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 3,474 3,075 3,427 4,878

(b)予算現額 5,153 5,358 4,427 5,150

スポーツ振興課
事業実施

（予定）年度
平成27～R3年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-3-（1）

事業内容
　児童生徒のスポーツの意識を高めることを目的として、トップアスリートによるスポーツ教室を開催する。また、児童生徒に広い視野を持
たせることを目的として、県外で実施される各種大会へ派遣される際の旅費支援を行う。

市町村名 八重瀬町

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

6－① ｢夢・未来｣スポーツレベルアップ事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-5-(3)-イ

豊かな心とたくましい体を育む
教育の推進

担当部課名



県外派遣費

団体 7

個人 62

計 69

評価に関する説明

◯ 支出先の選定方法は妥当か。 ○委託業者は町財務規則による見積徴取により選定した
ため妥当と考える。
○予算規模は町条例に規定された旅費及び宿泊費を計
上。講師謝礼金については直近のスポーツ振興くじ助成
金基準に基づき計上しているため妥当と考える。
○補助金について受益者である町内各種団体及び個人
は旅費の5割を負担しており妥当と考える。
○費目・使途は委託料及び事業執行のための消耗品費
のため必要経費である。

◯ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

◯ 受益者との負担関係は妥当であるか。

◯ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

補助金 町内各種団体及び個人

3,800千円 3,800千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目

八重瀬町 消耗品費

107千円
・シャトル

・横幕

4,950千円

168千円

61千円
・卓球ボー
ル　・横幕

委託料

982千円 委託先２

卓球
クリニック

432千円

委託先１
バドミントン
クリニック

550千円

4,950 4,950 3,960 990

今後の取り組み方針

　今後のクリニック開催について、開催調整の際参加希望人数に応じた講師、実技指導者及び日程を確保する。当日、受講者全員に十分な指導が行き
渡るようなスケジュールを組むよう講師と十分調整のうえプログラムを構成する。
　平成31年度（令和元年度）も野球クリニック・ハンドボールクリニックの開催、児童生徒の県外派遣費の助成ともに参加者及び助成対象者の保護者へア
ンケートを実施する。当該児童生徒保護者の視点から客観的に確認し、本事業実施によってどのような変化が生じたかを検証する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　バドミントンクリニック、卓球クリニック共にクリニック受講後に取り組み
の意識が高まったかアンケートを実施したところ、両クリニック共に8～9
割の生徒が「意識が高まった。」と回答した。（バドミントンクリニック89％・
卓球クリニック97％）
　普段の練習では経験できないトップアスリートからの講演や直接指導を
受講することができたことが要因と考えられる。

　クリニック開催について両クリニックとも「実技講習の時間がもっとあっ
た方が良い。」という意見や、「受講者数が多く詳細まで習うことができな
かった。」という意見が見られた。
　受講人数に応じた講師の人数の調整や当日プログラムを精査し、より
効率的に事業を執行することにより本事業の効果の更なる向上を図る。



( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

教育委員会　スポーツ振興課
事業実施

（予定）年度
平成28～R3年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１０－(１)

事業内容 運動公園の既存照明をLED化することにより、二酸化炭素と消費電力を削減し、地球温暖化の防止を図るため省エネ化の推進を図る。

市町村名 八重瀬町

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

7-① 運動公園省エネ化推進事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-１-(３)－ア

地球温暖化防止対策の推進

担当部課名

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 32,000 28,821 56,700

(b)予算現額 23,157 28,821 69,580

(c)増減額(b-a) ▲ 8,843 0 12,880

A．計(b+d) 23,157 28,821 69,580

(d)繰越額 0 0

うち交付金充当額 18,359 14,618 54,440

B．執行済額 22,949 18,272 68,050

執行率（％）(B/A) 99.1% 63.4% 97.8%

次年度繰越額 0 0 0

2.6ｔ 6.9t

予算の状況の説明
H30予算においては工事入札により入札残が1,194千円、委託入札により63千円の入札残がそれぞれ生じた為、
合計で1,257千円の不用額が発生したが、予定していた事業内容はすべて実施することが出来た。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

東風平運動公園（体育館・テニス場・サッ
カー場）へＬＥＤ照明の設置

目　標 設置１カ所 設置１カ所 設置３カ所

実　績 設置１カ所 設置１カ所 設置３カ所

達
成
状
況
説
明

東風平運動公園（体育館・テニス場・サッカー場）のＬＥＤ照明取替の設置に際し、委託設計業務から工事監理業務及び
LED照明取替工事まで予定どおり行うことが出来た。

実　績 2.8ｔ 78.0ｔ成果目標
（指標）

及び進捗状況
進
捗
状
況
説
明

　成果目標および実績数値の二酸化炭素排出削減量については、環境省が公表している「電気事業者ごとのCO２排出係数等」
を用いて、「年間消費電力量(Ｗ)×CO２排出係数(沖縄電力)＝ＣＯ2排出量」算出を行った。
　体育館とテニス場とサッカー場のＬＥＤ照明取替工事により、既存照明排出量２４７．２t/年に対し、ＬＥＤ照明取替後排出量１６
９．２t/年となり、約７８．０ｔ/年の二酸化炭素排出削減を実施することが出来た。

目標値
（　年度）

東風平運動公園（体育館・テニス場・サッ
カー場）の二酸化炭素排出削減量6.9t

目　標

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H28年度 H29年度 H30年度



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

68,050 68,050 54,440 13,610 0

今後の取り組み方針

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

委託料

2,926千円

㈱設備研究所
東風平運動公園LED照明取替
工事監理業務

八重瀬町 464千円

㈱設備研究所
東風平運動公園LED照明取替
設計業務

2,462千円

68,050千円

㈲新光組
東風平運動公園LED照明取替
工事

42,768千円

工事請負費

65,124千円

　成果目標は、二酸化炭素排出削減量算定が夜間利用（18:00～22:00）
を想定して各施設（体育館・テニス場・サッカー場）毎に月平均として算出
を行い設定したが、成果目標設定表示が月単位（t/月）と記載していな
かったことから、検証シート作成の際において年間（ｔ/年）の算出での実
績報告となっております。今後は、前年度同様に月平均での成果目標値
設定を行い、表示する単位は月平均（t/月）とする。

　二酸化炭素排出削減量の成果目標値算定にあたっては、各施設ごと
に月平均での算出を行う。また、LED委託設計の際においても詳細な二
酸化炭素排出削減量を再度算出し、適宜対応を行う。

　二酸化炭素排出削減量においては、電気使用量から算出する為、過年度の施設毎の利用状況も踏まえて月平均での算出を行うように前年度と同様に
行うこととする。又、八重瀬町においては、地球温暖化対策実行計画を策定しており、八重瀬町が模範者となり運動公園の照明等がLED化されたことを本
町ホームページ、広報誌への掲載を行い住民への周知を図るとともに、さらなる公共施設等のＬＥＤ化への推進を検討したい。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

㈲長田電気設備
東風平サッカー場LED照明取
替工事

22,356千円

○ LED照明取替設計業務及びLED照明取替工事は本町
指名審査会において指名選定し、指名競争入札により実
施しており適正である。LED照明取替工事監理委託業務
は地方自治法施行令第167条の2第1項第1号に基づき、
競争見積方式による随意契約を行っており適正である。
○ 予算においては国の積算基準、または複数業者見積
を参考として設計額を算出しており、予算は適正であっ
た。
○ 費目・使途については、事業目的達成の観点から必
要なものなのか等について、支出等に関する書類により
精査確認し、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。


